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高山村 村制施行五十周年記念誌

高山村の山野に自生し、自然と
風土に適している。樹齢も長く、
村内で古くから愛された可憐で
美しい花。葉の緑は未来を象徴
している。

村の木 いちい

村の花 シャクナゲ

村 章

高山村の山野に自生し、自然と
風土に適し、村内でも愛されて
いる。樹勢が強く、樹姿が美し
いので品位が高尚です。

高山村の頭文字「タ」を円形の
中に図案化。「タ」を平和な「ハ
ト」に形づくり、円満な円に囲
まれた高山村は扇状地として三
方を囲まれ、村も村民も躍進し
ていく象徴です。
（昭和53年1月制定）
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「輝け未来 受け継ぐ伝統」
～村制施行五十周年に寄せて～

本村は、昭和三十一年九月三十日、松川を挟んだ高

井・山田両村が合併し、住民の大きな期待のもとに、新

村高山村として発足しました。以来、今日の高山村の発

展を見てまいりましたことは、先人の皆様を始め村民の

皆様のご尽力の賜物であり、関係各位に心から敬意と

感謝を申し上げます。

これまでの五十年を顧みますと、厳しい財政状況下

にありながら、道路、橋、上下水道、学校など重要な施

設が着実に整備されるとともに、一茶館や村誌編纂など

文化の薫り高い村づくりが着 と々進められ、改めて本村

の持つ歴史の重みと先人のご努力に筆舌に尽くし難い

感慨を覚えます。

私たちは、村制施行五十周年を契機に、恵まれた豊

かな自然と先人の英知により受け継がれてきた歴史と伝

統のある高山村を誇りに思い、次の百周年に向けてしっ

かり引きついでいかなければなりません。

本村では、将来を担う子供たちの健やかな成長を願

い、平成二十年の開所に向け統合保育所の建設をはじ

め、恵まれた自然条件を活かした世界に通じるワインぶ

どうの産地化、食の安全安心な農作物の栽培、ホタルの

里づくりなど、豊富な温泉観光地との連携による活力あ

る産業振興を図るとともに、豊かな自然と農山村の原風

景を保全し、後世に引き継いでいくための景観条例の制

定に向け、村民の皆様とともにかけがえのない自然を大

切にした村づくりを進めております。

本誌は、村制施行五十周年を記念し、これまで歩んで

きた道程に思いを馳せ、現在を見つめ、そして輝かしい

未来に向け村民の皆様と力強く歩んでいくためのメッセ

ージです。

夢と希望と誇りのもてる活力ある村づくりに、なお一

層のご支援ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

高山村長

た
か
や
ま
叙
景
四
章 

う
つ
く
し
い
日
本
の
ふ
る
さ
と
へ 

高
山
村
五
十
年
の
軌
跡 

お
も
て
な
し
の
心
・
湯
つ
づ
き
の
里 

環
境
に
や
さ
し
い
農
の
里 

み
ん
な
が
い
き
い
き
、
元
気
な
里 

歴
史
の
香
り
が
息
づ
く
里 

そ
し
て
未
来
へ 

村
内
の
主
な
公
共
施
設 

高
山
村 

統
計
資
料
編 

村
民
憲
章
／
村
歌 

信
州
高
山 

感
動
め
ぐ
り
マ
ッ
プ 
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美
し
い
北
信
濃
の
山
並
み
に
、
松
川
の
流
れ
が

険
し
い
谷
を
穿う

が

ち
、
や
が
て
沃
野

よ

く

や

と
な
っ
て
広
が
る
大
地
へ
。

そ
ん
な
自
然
の
懐

ふ
と
こ
ろに
新
し
い
村
が
産
声
を
上
げ
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
50
年
。
高
山
村
は
、
こ
こ
に
暮
ら
し
息
づ
く

人
々
と
50
の
星
霜

せ
い
そ
う

を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。

描
か
れ
た
の
は
、
た
く
さ
ん
の
夢
、
育
ん
だ
の
は
、

豊
か
な
実
り
。
そ
し
て
創
り
あ
げ
た
数
多
く
の
成
果
。

で
も
、
ま
だ
50
年
、
や
っ
と
50
年
。

私
た
ち
は
ま
だ
よ
う
や
く
道
半な

か

ば
に
達
し
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

次
の
半
世
紀
を
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
描
き
、

育
み
、
創
り
あ
げ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

た
か
や
ま
、
未
来
進
行
形
。

ふ
る
さ
と
の
ロ
マ
ン
は
百
年
の
未
来
へ
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。
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華
に
心
賑
わ
す
ふ
る
さ
と 

【
け
ん
ら
ん
】 

そ
の
古
桜
は
い
つ
も

私
た
ち
を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

四
月
、
高
山
村
に
う
る
わ
し
い
里
山
の

春
景
色
が
巡
っ
て
き
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

草
花
の
彩
り
と
樹
々
の
芽
吹
き
に
満
た
さ

れ
る
季
節
。
こ
と
に
全
国
か
ら
愛
好
家
を

集
め
て
い
る
の
が
、
村
内
の
各
所
に
競
っ

て
咲
く
し
だ
れ
桜
の
美
し
さ
で
す
。

里
の
緑
を
背
景
に
優
美
な
華
の
滝
を
舞

い
降
ら
せ
る
景
観
は
特
筆
の
も
の
。
映
画

「
北
の
零
年
」
の
冒
頭
シ
ー
ン
も
飾
っ
た
水

中
の
し
だ
れ
桜
を
は
じ
め
、
村
内
約
二
十

本
の
名
木
が
あ
で
や
か
に
競
い
ま
す
。
古

い
も
の
は
樹
齢
六
百
年
に
も
及
び
、
高
山

の
人
々
と
暮
ら
し
を
見
守
り
続
け
て
き
た

桜
た
ち
。
写
真
で
ご
紹
介
し
て
い
る
水
中
、

坪
井
、
黒
部
、
赤
和
観
音
、
中
塩
の
桜
は

「
高
山
五
大
桜
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

里
の
し
だ
れ
桜
の
見
頃
は
四
月
下
旬
。

さ
ら
に
山
田
温
泉
の
延
命
桜
、
松
川
渓
谷

の
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
と
時
期
を
追
っ
て
、

桜
の
宴
は
五
月
上
旬
ま
で
続
き
ま
す
。

水中のしだれ桜
水中地区の鹿島神社境内に優美な姿をみ

せています。寛保年間、鹿島神社を祀った際
に植えられたとされており、樹齢約260年を
超えています。幹周約4m、樹高約22m。村指
定天然記念物。

赤和観音のしだれ桜
赤和地区の奧、観音堂の登り口にた

たずむしだれ桜。400年の歴史を持つ
赤和観音堂を借景に、枝をいっぱいに
広げて咲き誇る姿が印象的です。樹高
15m、樹齢約200年。

八滝のオオヤマザクラ
里の桜が花吹雪となって舞い散る頃、

ようやく松川渓谷にオオヤマザクラの花
ごよみがはじまります。見頃は5月上旬。
渓谷のそこかしこを鮮やかに、濃色のオ
オヤマザクラが彩ります。

中塩のしだれ桜
なかひら地区にある阿弥陀堂の傍、お地蔵
さまを護るようにそびえます。樹高約10m、樹
齢は約150年。幾重にも張り出した枝々が花
で埋め尽くされると、さながら湧き立つ華の雲
のよう。

坪井のしだれ桜
三郷区の坪井地籍にあり、日本彼岸桜見

立番付で「西の小結」に選定された名木で
す。しだれ桜としては樹齢・太さともに村内
第一。樹齢は600年以上と思われ、老樹の
気品漂う桜です。村指定天然記念物。

黒部のエドヒガン桜
黒部地区の南、高台に雄大な姿をみせてい

ます。花の朱みが濃いエドヒガンならではの彩
りが目を奪います。樹齢約500年、幹周約7m、
樹高約13m、樹下に「十二宮」が祀られていま
す。村指定天然記念物。

毎
年
、
四
月
の
下
旬
に
は
「
信
州
高
山
桜

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

恒
例
と
な
っ
て
い
る
「
桜
め
ぐ
り
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
」
で
は
、
毎
年
テ
ー
マ
に
即
し
て
そ

れ
ぞ
れ
の
桜
を
愛
で
て
め
ぐ
る
コ
ー
ス
が
設

け
ら
れ
、
多
く
の
方
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
し
だ
れ
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
、

高
山
村
自
慢
の
農
産
物
の
直
売
所
な
ど
も
設

け
ら
れ
、
し
だ
れ
桜
の
里
は
、
全
国
か
ら
お

い
で
の
人
々
で
賑
わ
い
の
時
を
迎
え
ま
す
。

し
だ
れ
桜
の
里
を
満
喫
す
る

「
信
州
高
山
桜
ま
つ
り
」。
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緑
の
中
に
憩
う
ふ
る
さ
と 

【
そ
う
ふ
う
】 

高
原
に
響
く
声
、
風
の
さ
さ
や
き

鮮
や
か
な
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
。

爽
や
か
な
空
気
に
包
ま
れ
る
山
田
牧
場

の
夏
。

こ
こ
は
、
日
本
有
数
の
ス
ケ
ー
ル
を
持

つ
上
信
越
高
原
国
立
公
園
の
な
か
。
笠
岳

の
南
裾
に
広
が
る
美
し
い
自
然
が
、
牧
場

の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
、
ま
る
で
ス

イ
ス
の
高
原
地
帯
の
よ
う
な
景
観
を
見
せ

て
い
ま
す
。

広
大
な
放
牧
地
に
は
、
の
ん
び
り
と
草

を
食
む
黒
毛
和
牛
や
馬
な
ど
の
姿
。
空
に

は
時
折
悠
然
と
舞
う
イ
ヌ
ワ
シ
も
姿
を
見

せ
ま
す
。

上
信
越
の
雄
大
な
パ
ノ
ラ
マ
を
堪
能
し
、

高
原
の
植
物
に
出
会
い
、
夕
べ
に
は
、
信

州
の
サ
ン
セ
ッ
ト
ポ
イ
ン
ト
に
選
ば
れ
た

「
山
田
牧
場
か
ら
の
北
ア
ル
プ
ス
の
夕
景
」

を
満
喫
。

そ
ん
な
高
原
の
夏
は
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
や

ハ
イ
キ
ン
グ
、
笠
岳
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
を

楽
し
む
人
々
で
賑
わ
い
ま
す
。

カリヨンホール
爽やかな高原の野外ステージ。隣接し
て山田牧場キャンプ場が開設されます。

七味大滝 八滝

夏の祭典、
信州高山まつり

夏
八
月
、
高
山
の
里
は
「
信
州
高
山
ま

つ
り
」
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。
信
州
高
山

太
鼓
に
沸
き
、
郷
土
料
理
「
ひ
ん
の
べ
」
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
「
ひ
ん
の
べ
音
頭
」で
盛

り
上
が
り
、
宵

は
打
ち
上
げ
花

火
大
会
で
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
へ
。

ひ
ん
の
べ
の

無
料
サ
ー
ビ
ス

も
大
人
気
で
す
。

雷滝

松川渓谷滝めぐり
山田温泉から山田牧場へと向かう道沿いは、松川渓谷。その途上には、幾

つもの勇壮な滝を見ることができます。
「雷滝」は、滝裏から流れを見ることができることから通称「裏見の滝」とも
呼ばれます。さらに落差180mに8つの滝壺を持つ「八滝」、岩壁に三段の滝
筋を彩る「七味大滝」など、変化に富んだ滝のドラマを楽しむことができます。

山田牧場
明治33年創立という由緒ある公共牧場。159haの

放牧地に100頭以上の牛や馬が放牧されています。
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山田温泉 
山田牧場 

高山村役場 

笠岳 

万座峠 

七味温泉 
五色温泉 

10月5日頃 
（標高2,000m） 

10月10日頃 
（標高1,500m） 

10月15日頃 
（標高1,250m） 

10月25日頃 
（標高900m） 

艶
や
か
に
彩
る
ふ
る
さ
と 

【
き
ん
し
ょ
く
】 

舞ま
い

の
道み

ち

遊
歩
道

松
川
渓
谷
の
黄
紅
葉
を
愛
で
る

な
ら
、
舞
の
道
遊
歩
道
が
お
す
す

め
で
す
。
山
田
温
泉
の
高
井
橋
の

た
も
と
が
ス
タ
ー
ト
地
点
。
対
岸

に
渡
っ
て
、
薬
師
堂
ま
で
一
・
三
㎞

を
ゆ
っ
た
り
と
楽
し
む
散
策
の
道

で
す
。

最
初
に
潜
る
の
は
数
寄
屋
造
り

の
露
地
門
。
内
露
地
に
出
入
り
す

る
中
門
や
外
待
合
を
経
て
松
楓
庵

へ
と
。
い
わ
ば
茶
庭
を
楽
し
む
雰

囲
気
で
、
渓
谷
の
自
然
を
味
わ
え

る
コ
ー
ス
。
小
粋
な
演
出
が
、
四

季
折
々
の
魅
力
を
伝
え
て
く
れ
ま

す
。

高井橋

笠
岳
の
頂
か
ら
里
山
へ

色
彩
の
帯
が
駆
け
下
り
ま
す
。

錦
織
り
成
す
日
本
の
秋
。
十
月
を
迎
え
た
高
山
村
は
、
笠
岳

の
頂
か
ら
山
裾
へ
と
、
黄
紅
葉
の
帯
が
下
っ
て
き
ま
す
。
と
り

わ
け
全
山
が
染
め
上
げ
ら
れ
る
松
川
渓
谷
の
秋
は
圧
巻
。
カ
エ

デ
、
ブ
ナ
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
と
い
っ
た
広
葉
樹
が
い
っ
せ
い
に
色

付
く
と
、
Ｖ
字
の
渓
谷
を
黄
金
の
輝
き
で
埋
め
尽
く
し
、
そ
の

中
に
燃
え
立
つ
紅
葉

も
み
じ

が
一
際
鮮
や
か
で
す
。

そ
し
て
里
で
は
、
特
産
の
り
ん
ご
や
ぶ
ど
う
が
実
り
の
時
を

迎
え
て
い
ま
す
。

松川渓谷の紅葉前線
松川渓谷の紅葉前線は、10月初旬に笠岳から始まり、標高

900ｍの山田温泉まで、約1ヶ月をかけて降り下ります。見頃が
長く、その時々のベストポイントに巡り合うことができます。
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心
癒
す
寛
ぎ
の
ふ
る
さ
と 

【
せ
い
ひ
つ
】 

日
本
一
の
ロ
ン
グ
ツ
ア
ー

タ
コ
チ
ツ
ア
ー
コ
ー
ス
。

山
田
牧
場
か
ら
山
田
温
泉
ま
で
、
標
高
差
八
〇
〇
ｍ

を
下
っ
て
ゆ
く
タ
コ
チ
ツ
ア
ー
コ
ー
ス
は
、
全
長
一
三
㎞

と
い
う
超
ロ
ン
グ
ツ
ア
ー
コ
ー
ス
。
変
化
す
る
周
囲
の
自

然
を
楽
し
み
な
が
ら
、

日
本
一
の
ロ
ン
グ
ラ

イ
デ
ィ
ン
グ
を
満
喫

で
き
ま
す
。
一
月
か

ら
三
月
ま
で
、
土
・

日
・
祝
日
に
は
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
初

級
者
で
も
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
上

級
者
に
は
シ
ョ
ー
ト

カ
ッ
ト
コ
ー
ス
も
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
。

白
銀
の
ベ
ー
ル
が
舞
い

降
り
る
感
動
の
ウ
イ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
リ
ゾ
ー
ト
。

上
信
越
の
山
々
に
白
銀
の
ベ
ー

ル
が
舞
い
降
り
る
と
、
空
気
も
凛

と
し
て
く
る
冬
の
訪
れ
で
す
。

そ
ん
な
冬
の
高
山
は
ウ
イ
ン
タ

ー
ス
ポ
ー
ツ
＆
レ
ジ
ャ
ー
の
パ
ラ

ダ
イ
ス
。
国
立
公
園
内
な
ら
で
は

の
壮
大
な
自
然
景
観
に
抱
か
れ
て
、

ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、
動
物

た
ち
の
雪
上
観
察
な
ど
を
楽
し
む

た
め
に
、
各
地
か
ら
観
光
客
が
訪

れ
ま
す
。

夏
の
放
牧
地
か
ら
白
銀
の
大
ス

ロ
ー
プ
へ
と
姿
を
変
え
た
山
田
牧

場
ス
キ
ー
場
で
は
、
笠
岳
の
南
西

斜
面
に
広
が
る
明
る
く
開
放
的
な

ゲ
レ
ン
デ
を
舞
台
に
、
爽
快
感
に

あ
ふ
れ
た
滑
走
を
楽
し
め
ま
す
。

そ
し
て
温
泉
街
の
近
く
に
広
が

る
山
田
温
泉
ス
キ
ー
場
は
、
チ
ビ

ッ
子
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
ま
で
楽
し
め
る
フ
ァ
ミ
リ

ー
天
国
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ゲ
レ

ン
デ
に
は
、
昔
懐
か
し
い
ベ
ン
チ

式
リ
フ
ト
「
ス
キ
ー
ト
ロ
イ
カ
」
も

あ
り
ま
す
。

かんじきトレッキング
雪上を歩くための知恵、かんじき。

大パノラマの見える眺望の美しい
場所へご案内します。

冬のイベント情報

山田牧場スキー場オープン..........12月中旬
山田温泉スキー場オープン..........12月下旬
かんじきトレッキング ..................1月～3月
信州高山温泉郷スキー大会...........3月上旬

信州高山温泉郷スキー大会
未来のアスリートを目指す小学生

から一般まで、12の部門で競われ
るスキー大会。

スキートロイカ
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【昭和31年　昭和40年】 

旅
立
ち
の
時 現

在
の
高
山
村
を

形
成
し
て
い
る
地
域

は
、
江
戸
の
昔
は
六

村
で
し
た
。
そ
の
後

の
合
併
に
よ
り
明
治

八
年
に
は
四
村
、
さ

ら
に
明
治
二
十
二
年

に
は「
高
井
村
」、「
山

田
村
」
の
二
村
と
な

り
ま
す
。
以
後
こ
の

二
村
の
時
代
が
六
十

余
年
に
わ
た
っ
て
続

き
ま
し
た
。

昭
和
二
十
八
年
十
月
一
日
に
国
が

施
行
し
た
「
町
村
合
併
促
進
法
」
は
、

近
隣
の
須
坂
町
や
小
布
施
村
に
、
周

辺
の
村
と
の
合
併
を
促
し
、
そ
れ
ぞ

れ
須
坂
市
、
小
布
施
町
と
い
う
新
た

な
行
政
の
形
を
生
み
出
そ
う
と
し
て

い
ま
し
た
。

そ
う
し
た
気
運
の
な
か
、
現
在
の

高
山
村
地
域
で
も
、
高
井
村
、
山
田

村
の
合
併
促
進
の
動
き
が
始
ま
り
ま

し
た
。

両
村
で
は
そ
れ
ぞ
れ
、
上
高
井
地

方
事
務
所
か
ら
所
長
を
招
き
、
町
村

合
併
促
進
法
に
つ
い
て
の
説
明
会
な

ど
を
開
い
た
結
果
、
国
の
行
政
事
務

の
地
方
に
向
け
た
再
配
分
に
伴
っ
て
、

行
政
体
を
拡
充
す
る
こ
と
の
必
要
性

が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。

こ
れ
を
受
け
て
、
両
村
で
は
合
併

に
向
け
て
の
条
件
案
を
策
定
し
、
両

村
で
協
議
を
行
い
ま
し
た
が
、
種
々

の
点
で
双
方
の
合
意
が
得
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

そ
の
後
、
幾
度
か
開
か
れ
た
合
併

協
議
会
で
も
物
別
れ
に
終
わ
り
、
こ

の
合
併
案
は
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
形

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
町
村
合
併
促
進
法
が
効

力
を
失
う
ま
で
あ
と
一
ヶ
月
と
迫
っ

た
時
、
県
地
方
事
務
所
よ
り
調
停
案

が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

結
局
こ
れ
が
、
両
村
の
持
ち
寄
る

財
産
、
役
場
庁
舎
、
統
一
中
学
校
の

設
置
場
所
な
ど
、
そ
れ
ま
で
合
意
に

至
ら
な
か
っ
た
懸
案
事
項
解
決
の
糸

口
と
な
り
、
昭
和
三
十

一
年
九
月
十
八
日
、
山

田
村
役
場
で
開
か
れ
た

合
併
協
議
会
の
席
上
、

新
し
い
村
の
名
称
を

「
高
山
村
」
と
す
る
旨

が
満
場
一
致
で
決
定

さ
れ
、
翌
十
九
日
に

は
両
村
が
各
村
議
会

を
招
集
し
、
合
併
申

請
議
案
を
そ
れ
ぞ

れ
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
十
九

日
夜
に
高
井
村
役

場
に
お
い
て
、「
高

井
村
、
山
田
村
を

廃
し
、
そ
の
区
域

に
九
月
三
十
日

を
以
て
高
山
村
を
設
置
す
る
」
と
い

う
、
合
併
申
請
書
に
調
印
が
な
さ
れ

た
の
で
す
。

こ
う
し
て
、
二
年
八
ヶ
月
に
亘
り

難
航
を
重
ね
た
合
併
論
争
に
終
止
符

が
打
た
れ
、
高
山
村
が
誕
生
し
ま
し

た
。

９
月

高
井
村
・
山
田
村
合
併
「
高
山
村
」
発
足

11
月

初
代
村
長
に
黒
岩
義
惟
氏
就
任

12
月

高
山
村
消
防
団
結
団
式

２
月

高
山
村
公
民
館
「
館
報
」
創
刊

９
月

新
村
初
の
村
議
会
議
員
選
挙（
定
数
22
名
）

９
月

役
場
庁
舎
竣
工

２
月

高
山
村
連
合
婦
人
会
結
成

４
月

高
井
橋
永
久
橋
架
設
工
事
竣
工

10
月

第
４
回
郡
下
縦
断
町
村
対
抗
駅
伝
で
高
山
村
優
勝

４
月

新
村
建
設
事
業
　
久
保
―
荒
井
原
東
線
開
通

７
月

団
体
加
入
電
話
開
通（
加
入
戸
数
１
４
０
戸
）

８
月

台
風
７
号
・
15
号
襲
来（
被
害
総
額
３
億
７
８
０
０
万
円
）

11
月

消
防
団
本
部
に
常
設
消
防
車
を
購
入

12
月

山
田
温
泉
で
村
内
初
の
舗
装
道
路
完
成

12
月

高
山
中
学
校
竣
工

４
月

全
国
結
核
予
防
普
及
大
会

で
高
山
村
が
厚
生
大
臣
賞

を
受
賞

７
月

南
志
賀
観
光
協
会
設
立

11
月

七
味
温
泉
・
五
色
温
泉
に

電
気
導
入

５
月

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
空
中

防
除
始
ま
る

11
月

高
井
小
学
校
八
十
周
年
記

念
行
事
開
催

12
月

冬
期
山
田
牧
場
バ
ス
運
行

開
始
・
山
田
牧
場
に
ス
キ
ー

リ
フ
ト
２
基
完
成

４
月

奥
山
田
分
校
独
立
し
、
奥

山
田
小
学
校
と
な
る

11
月

第
１
回
高
山
村
民
体
育
祭

開
催

９
月

越
三
郎
氏
、
高
山
村
第
１
号
名
誉
村
民
と
な
る

10
月

高
山
中
学
校
音
楽
堂
完
成

11
月

黒
岩
一
實
氏
、
第
２
代
村
長
に
就
任

３
月

村
内
団
体
電
話
共
電
式
と
な
る（
加
入
戸
数
４
６
９
戸
）

４
月

山
田
保
育
園
開
園

新
時
代
創
出
へ
の
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
て

１
９
５
６

【
昭
和
31
年
】

１
９
５
７

【
昭
和
32
年
】

１
９
５
８

【
昭
和
33
年
】

１
９
５
９

【
昭
和
34
年
】

１
９
６
０

【
昭
和
35
年
】

１
９
６
１

【
昭
和
36
年
】

１
９
６
２

【
昭
和
37
年
】

１
９
６
３

【
昭
和
38
年
】

１
９
６
４

【
昭
和
39
年
】

１
９
６
５

【
昭
和
40
年
】

昭
和
三
十
一
年
九
月
三
十
日
、
高
山
村
が
誕
生
し
ま

し
た
。
新
村
域
の
中
央
に
役
場
新
庁
舎
や
統
合
中
学
校

が
相
次
い
で
建
設
さ
れ
、
さ
ら
に
活
力
あ
る
農
山
村
の

建
設
を
め
ざ
し
て
、
道
路
や
橋
の
新
設
・
改
良
が
進
み

ま
し
た
。

ま
た
南
志
賀
温
泉
郷
観
光
協
会
が
設
立
さ

れ
、
温
泉
と
高
原
、
ス
キ
ー
を
活
用
し
た
観

光
振
興
が
推
し
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

【昭和35】完成した統合高山中学校

【昭和33年】第4回郡下縦断町村対抗駅伝で
高山村優勝

【昭和33年】高井橋建設工事

【昭和32年】完成した役場庁舎

【昭和31年】合併調印式高井村と山田村が合併し
高山村が誕生した

高井野村  
高 井 村  

高 井 村  

高 山 村  

山 田 村  
中 山 村  

黒 部 村  

牧 村  

駒 場 村  

中山田村  

奥山田村  

明治9年 

明治8年 

明治22年4月1日 

明治22年4月1日 

昭和31年9月30日 

高
山
村
誕
生
物
語

先
人
が
築
い
た
ふ
る
さ
と

奥山田村 

牧村 

黒部村 

高井野村 

中山田村 駒場村 

合併に関する協定書
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【昭和41年　昭和60年】 

日
本
中
が
高
度
成
長
に
湧
い
た
時
代
。
し
か
し
そ
の

ひ
ず
み
は
農
山
村
の
過
疎
化
と
な
っ
て
現
れ
ま
し
た
。

本
村
で
も
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
し
た
。

村
営
に
よ
る
宅
地
造
成
、
村
内
外
を
結
ぶ
道
路
橋
梁

の
整
備
、
農
業
構
造
改
善
事
業
の
取
り
組
み
な
ど
に
よ

り
、
村
人
口
は
増
加
に
転
じ
ま
す
。
昭
和
四
十
年
代
に

六
、一
〇
〇
人
に
ま
で
減
少
し
た
人
口
は
、
昭
和
六
十
年

に
は
七
、
三
〇
〇
人
台
を
回
復
し
、
さ
ら
に
め
ざ
ま
し
い

発
展
を
遂
げ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

無
秩
序
な
開
発
を
抑
制
し
、
住
民
の
快
適
な
暮
ら
し

を
支
え
る
環
境
整
備
に
大
き
な
力
が
注
が
れ
て
い
き
ま

し
た
。 発

展
す
る
村
へ

３
月

福
島
正
則
屋
敷
跡
県
指
定
文
化
財
と
な
る

６
月

堀
之
内

宅
地
造
成
は
じ
ま
る

９
月

奥
山
田
診
療
所
新
築
竣
工

３
月

牧
分
校
閉
校
90
年
の
歴
史
に
終
止
符

９
月

高
井
り
ん
ご
共
撰
所
竣
工

12
月

沖
渡
橋
永
久
橋
架
設
工
事
竣
工

12
月

電
話
の
自
動
化（
普
及
率
63
％
）

４
月

高
井
・
山
田
両
農
協
が
合
併
、
高
山
村
農
業
協
同
組
合
発

足

６
月

林
道
湯
沢
線
エ
ン
マ
橋
完
成

７
月

南
志
賀（
七
味
笠
岳
線
）パ
ノ
ラ
マ
ル
ー
ト
開
通

11
月

明
治
百
年
記
念
植
樹（
高
山
中
学
校
学
校
林
）

４
月

高
井
・
山
田
森
林
組
合
合
併
、
高
山
村
森
林
組
合
発
足

４
月

役
場
前
団
地
を
緑
ヶ
丘
団
地
と
命
名

４
月

県
下
一
の
大
型
り
ん
ご
冷
蔵
庫
完
成

６
月

湯
倉
洞
窟
発
見

11
月

県
道
須
坂
山
田
線
全
面
舗
装
完
成

６
月

小
串
鉱
山
閉
山

８
月

藤
沢
橋
永
久
橋
竣
工

10
月

高
山
農
協（
現
須
高
農
協
高
山
支
所
）前
に
村
内
初
の

信
号
機
設
置

４
月

高
井
保
育
園
開
園

10
月

村
民
体
育
祭

台
風
20
号
被
害
の
た
め
中
止

４
月

山
田
保
育
園
移
築

６
月

高
山
村
振
興
計
画
で
き
る

９
月

駒
場
橋
永
久
橋
架
設
竣
工

【昭和59年】新役場庁舎竣工 【昭和58年】林道山田入線竣工

【昭和58年】
湯倉洞窟九次発掘調査
において7000年前の人
骨発見

【昭和53年】村制施行二十周年・高山小学校竣工記念式典

８
月

林
道
湯
沢
線
開
通

３
月

奥
山
田
小
学
校
　
開
校
百
周
年
記
念
式
典
開
催

11
月

山
田
小
学
校
　
開
校
百
周
年
記
念
式
典
開
催

５
月

関
場
で
藤
沢
焼
窯
跡
発
見
・
確
認
調
査

11
月

高
井
砂
防
ダ
ム
竣
工

11
月

久
保
田
常
吉
氏
、
第
３
代
村
長
に
就
任

９
月

水
道
管
改
良
整
備
工
事
５
ヶ
年
計
画
着
工

１
月

村
章
制
定

４
月

高
山
小
学
校
開
校（
村
内
３
小
学
校
統
合
）

４
月

村
制
施
行
二
十
周
年
記
念
式
典

３
月

高
山
村
公
民
館
・
保
健
セ
ン
タ
ー
竣
工

12
月

山
田
牧
場
へ
の
引
湯
工
事
竣
工

４
月

広
報
た
か
や
ま
創
刊

４
月

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
松
の
湯
荘
竣
工

10
月

村
歌
・
村
民
憲
章
制
定

12
月

高
井
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
運
動
広
場
竣
工

９
月

高
山
村
歯
科
診
療
所
竣
工

９
月

高
山
村
青
年
団
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
県
大
会
で
優
勝

12
月

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

４
月

地
力
増
進
施
設
運
転
開
始

８
月

台
風
10
号
襲
来
被
害
総
額
９
億
３
０
４
９
万
円

12
月

奥
山
田
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
竣
工

12
月

北
部
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
竣
工

12
月

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
竣
工

７
月

湯
倉
洞
窟
で
７
０
０
０
年
前
の
人
骨
発
見

11
月

林
道
山
田
入
線
全
面
開
通

５
月

北
部
運
動
広
場
竣
工

８
月

第
１
回
育
成
会
対
抗
駅
伝
開
催

９
月

歴
史
民
俗
資
料
館
開
館

11
月

新
役
場
庁
舎
開
庁

９
月

村
議
会
議
員
選
挙
　
定
数
16
名
に

９
月

東
部
運
動
広
場
竣
工

１
９
６
６

【
昭
和
41
年
】

１
９
６
７

【
昭
和
42
年
】

１
９
６
８

【
昭
和
43
年
】

１
９
６
９

【
昭
和
44
年
】

１
９
７
０

【
昭
和
45
年
】

１
９
７
１

【
昭
和
46
年
】

１
９
７
２

【
昭
和
47
年
】

１
９
７
３

【
昭
和
48
年
】

１
９
７
４

【
昭
和
49
年
】

１
９
７
５

【
昭
和
50
年
】

１
９
７
６

【
昭
和
51
年
】

１
９
７
７

【
昭
和
52
年
】

１
９
７
８

【
昭
和
53
年
】

１
９
７
９

【
昭
和
54
年
】

１
９
８
０

【
昭
和
55
年
】

１
９
８
１

【
昭
和
56
年
】

１
９
８
２

【
昭
和
57
年
】

１
９
８
３

【
昭
和
58
年
】

１
９
８
４

【
昭
和
59
年
】

１
９
８
５

【
昭
和
60
年
】

人
口
減
少
か
ら
増
加
へ
、
大
き
く
変
化
し
た
高
山
村

【昭和43年】高井・山田両農協合併調印式

【昭和43年】南志賀（七味笠岳線）パノラマルート
開通記念祝賀会

【昭和42年】沖渡橋永久橋架設工事竣工

【昭和49年】林道湯沢線開通

【昭和45年】
県下一の大型

りんご冷蔵庫完成

【昭和51年】高井砂防ダム竣工
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【昭和61年　平成18年】 

共
生
す
る
村
へ

昭
和
か
ら
平
成
へ
と
年
号
が
移
り
変
わ
る
中
で
、
高
山

村
で
は
、
新
し
い
時
代
の
「
農
山
村
」
の
あ
り
方
を
見
据

え
た
取
り
組
み
が
次
々
に
行
わ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
さ
ま

ざ
ま
な
温
泉
利
用
施
設
や
「
一
茶
ゆ
か
り
の
里

一
茶
館
」

が
建
設
さ
れ
る
な
ど
、
村
外
の
方
々
と
の
交
流
を
め
ざ
し

た
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
環
境
に
配
慮

し
、
安
全
・
安
心
な
農
産
品
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
も
活

発
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

３
月

山
田
診
療
所
竣
工

８
月

鎌
田
砂
防
ダ
ム
竣
工

10
月

村
制
施
行
三
十
周
年
記
念
式
典（
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
埋
設
、

村
歌
・
村
木
制
定
）

５
月

農
村
情
報
連
絡
無
線
施
設
定
時
放
送
開
始

８
月

第
１
回
信
州
高
山
ま
つ
り
開
催

２
月

奥
山
田
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
竣
工

４
月

消
防
署
高
山
分
署
発
足

10
月

高
山
中
学
校
改
築
工
事
竣
工

11
月

高
山
大
橋
開
通

11
月

蕨
温
泉
ふ
れ
あ
い
の
湯
オ
ー
プ
ン

11
月

小
出
清
氏
、
第
４
代
村
長
に
就
任

９
月

国
際
交
流
活
動
の
一
環
と
し
て
、
語
学
指
導
講
師
を
招
く

10
月

山
田
温
泉
大
湯
改
築
工
事
竣
工

８
月

県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
（
小
型
ポ
ン
プ
操
法
）で
第
五

分
団
が
初
優
勝

９
月

台
風
19
号
襲
来
被
害
総
額
２
億
４
２
０
万
円

12
月

高
山
村
除
雪
セ
ン
タ
ー
竣
工

３
月

高
山
中
学
校
屋
内
運
動
場
竣
工

11
月

黒
岩
一
實
氏
に
高
山
村
名
誉
村
民
称
号

５
月

Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

９
月

部
落
解
放
・
人
権
尊
重
の
村
宣
言

３
月

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
禁
止
区
域
と
な
る

４
月

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
身
障
者
共
同
作
業
所
開
所

５
月

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
一
部
供
用
開
始

９
月

台
風
20
号
襲
来（
被
害
総
額
１
億
１
８
７
６
万
７
千
円
）

３
月

高
山
小
学
校
バ
ス
停
に
信
号
機
設
置

11
月

市
外
局
番
「
０
２
６
２
」か
ら「
０
２
６
」の
３
桁
に

１
月

国
土
調
査
事
業

高
井
・
牧
・
中
山
地
区
完
了

８
月

Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
で
薪
能
開
催

11
月

村
制
施
行
四
十
周
年
記
念
式
典
開
催

11
月

一
茶
ゆ
か
り
の
里
一
茶
館
オ
ー
プ
ン

11
月

黒
岩
静
男
氏
、
第
５
代
村
長
に
就
任

６
月

日
滝
原
産
業
団
地
竣
工

１
月

名
誉
村
民
黒
岩
一
實
氏
村
葬

２
月

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
村
内
を
走
る

９
月

台
風
７
号
襲
来（
被
害
総
額
５
億
３
０
０
０
万
円
）

10
月

戸
籍
事
務
電
算
化

12
月

高
山
中
学
校

第
１
回
中
学
生
議
会
開
催

３
月

地
力
増
進
施
設
竣
工

３
月

地
域
振
興
券
発
行

４
月

高
山
村
誌
編
纂
事
業
開
始

５
月

山
田
温
泉
開
湯
二
〇
〇
年
記
念
祭
開
催

11
月

鎌
田
橋
梁
整
備
事
業
竣
工

４
月

第
１
回
信
州
高
山
桜
ま
つ
り
開
催

７
月

高
井
運
動
広
場
夜
間
照
明
施
設
竣
工

３
月

農
業
集
落
排
水
事
業
完
了

６
月

神
奈
川
県
二
宮
町
と
の
地
域
間
交
流
事
業
開
始

９
月

山
田
牧
場
　
開
牧
百
周
年
記
念
祝
賀
会
開
催

10
月

全
村
下
水
道
整
備
竣
工

10
月

高
山
お
ん
せ
ん
朝
日
ホ
ー
ム
開
所

４
月

Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
健
康
増
進
事
業
開
始

７
月

第
１
回
湯
の
里
ユ
リ
ま
つ
り
開
催

10
月

第
１
回
信
州
高
山
紅
葉
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
開
催

10
月

蕨
温
泉
ふ
れ
あ
い
の
湯
来
場
者
２
０
０
万
人
達
成

４
月

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

４
月

村
内
循
環
バ
ス「
ふ
れ
あ
い
号
」
運
行
開
始

４
月

高
山
村
児
童
ク
ラ
ブ
開
設

８
月

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
映
開
始
高
山
村
民
チ
ャ
ン
ネ
ル
開
局

10
月

山
田
温
泉
に
足
湯
オ
ー
プ
ン

４
月

水
中
の
し
だ
れ
桜
で
映
画
「
北
の
零
年
」
撮
影

８
月

合
併
問
題
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
自
律
を
選
択

10
月

牧
５
号
線
「
ゆ
う
ゆ
う
橋
」
開
通

10
月

高
山
小
学
校
耐
震
補
強
・
大
規
模
改
造
工
事
竣
工

11
月

久
保
田
勝
士
氏

第
６
代
村
長
に
就
任

２
月

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
開
催
ス
ロ
ベ
ニ
ア
選
手
団
来
村

２
月

環
境
保
全
型
農
業
推
進
コ
ン
ク
ー
ル
農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

４
月

自
律
元
年
ス
タ
ー
ト

４
月

信
州
高
山
桜
植
樹
祭
と
お
花
見
の
集
い
開
催

６
月

降
ひ
ょ
う
に
よ
る
被
害（
被
害
総
額
２
億
９
３
０
０
万
円
）

８
月

高
山
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
全
国
大
会
出
場

11
月

太
田
三
郎
氏
に
名
誉
村
民
称
号

４
月

女
子
美
術
大
学
、
須
高
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
の
産
学
官
連

携
地
域
文
化
創
生
事
業
ス
タ
ー
ト

５
月

ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
栽
培
始
ま
る

９
月

村
誌
編
纂
事
業
完
了

11
月

高
山
村
歌
改
訂

11
月

村
制
施
行
五
十
周
年
記
念
式
典
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
開
封
・

埋
設
式
開
催

11
月

高
山
村
景
観
検
討
委
員
会
設
置

11
月

統
合
保
育
園
造
成
工
事
着
工

１
９
９
９

【
平
成
11
年
】

１
９
９
８

【
平
成
10
年
】

１
９
９
７

【
平
成
９
年
】

１
９
９
６

【
平
成
８
年
】

１
９
９
５

【
平
成
７
年
】

１
９
９
４

【
平
成
６
年
】

１
９
９
３

【
平
成
５
年
】

１
９
９
２

【
平
成
４
年
】

１
９
９
１

【
平
成
３
年
】

１
９
９
０

【
平
成
２
年
】

１
９
８
９

【
平
成
元
年
】

１
９
８
８

【
昭
和
63
年
】

１
９
８
７

【
昭
和
62
年
】

１
９
８
６

【
昭
和
61
年
】

２
０
０
０

【
平
成
12
年
】

２
０
０
１

【
平
成
13
年
】

２
０
０
２

【
平
成
14
年
】

２
０
０
３

【
平
成
15
年
】

２
０
０
４

【
平
成
16
年
】

２
０
０
５

【
平
成
17
年
】

２
０
０
６

【
平
成
18
年
】

い
ち
早
く
環
境
と
の
共
生
に
取
り
組
ん
で

【平成5年】YOU游ランド竣工

【平成2年】第五分団県大会優勝

【平成元年】山田温泉改築工事竣工

【昭和63年】高山大橋開通

【昭和63年】高山中学校改築工事竣工

【昭和61年】タイムカプセル埋設作業

【平成17年】スペシャルオリンピックス
スロベニア選手団来村

【平成16年】牧5号線「ゆうゆう橋」竣工

【平成16年】水中のしだれ桜で
映画「北の零年」撮影

【平成10年】
冬季オリンピック

聖火リレー村内を走る

【平成8年】一茶ゆかりの里一茶館竣工

【平成8年】信州高山「薪能」開催
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五 十 周 年 記 念 事 業高 山 村 制 施 行平成18年度

「
食
」
と
「
健
康
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
公
開
放

送
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
健
康
フ
ェ
ア
『
食
育
・
健
康
フ
ェ
ア

in
信
州
高
山
村
』」を
高
山
中
学
校
体
育
館
で
開

催
し
ま
し
た
。
先
端
医
療
に
携
わ
る
先
生
の
講

演
や
郷
土
料
理
を
紹
介
す
る
番
組
の
収
録
に
２

０
０
０
人
を
超
え
る
来
場
者
が
あ
り
、
食
と
健

康
に
つ
い
て
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
村
の
食

文
化
を
全
国
に
発
信
し
ま
し
た
。

元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
な
ど
の
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
が
村
内
の
小
中
学
生
を
指
導
す
る
「
ス

ポ
ー
ツ
ゲ
ー
ム
ズ
in
信
州
高
山
」
に
小
中
学
生

を
中
心
に
５
０
０
人
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。

平
成
11
年
か
ら
７
年
７
ヶ
月
の
歳
月
を
費
や

し
た
村
誌
編
纂
事
業
が
、「
自
然
編
」「
歴
史
編
」

「
地
誌
編
」の
全
３
巻
の
刊
行
に
よ
り
完
結
し
ま

し
た
。
本
誌
は
村
外
の
研
究
者
か
ら
高
い
学
術

書
と
し
て
の
評
価
を
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
村

民
が
地
域
の
歴
史
な
ど

に
関
心
を
よ
せ
る
契
機

と
な
っ
て
お
り
、
将
来

に
わ
た
っ
て
村
民
の
心

の
糧
と
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

「
さ
く
ら
街
道
を
つ
く
ろ
う
」
と
い

う
中
学
生
の
提
案
に
よ
り
、
保
健
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
ゆ
う
ゆ
う
橋
の
沿

道
に
桜
を
植
え
る
「
さ
く
ら
街
道
植
樹

祭
」
を
、
清
々
し
い
晴
天
の
な
か
で
行

い
ま
し
た
。

村
制
施
行
三
十
周
年
記
念
の
昭
和

61
年
10
月
に
埋
設
さ
れ
た
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
を
開
封
し
、
ま
た
新
た
に
20

年
後
の
２
０
２
６
年
に
開
封
さ
れ
る

新
カ
プ
セ
ル
の
埋
設
を
行
い
ま
し
た
。

世
紀
を
越
え
て
開
封
さ
れ
た
旧
カ
プ

セ
ル
に
は
、
20
年
前
の
村
民
の
想
い

が
そ
の
ま
ま
収
納
さ
れ
て
お
り
、
参

加
し
た
皆
さ
ん
は
感
慨
も
ひ
と
し
お

で
し
た
。
名
誉
村
民
で
あ
る
太
田
三

郎
氏
か
ら
寄
贈
い
た
だ
い
た
新
カ
プ

セ
ル
に
は
、
未
来
に
向
け
た
メ
ッ
セ

ー
ジ
や
旧
カ
プ
セ
ル
か
ら
更
に
20
年

後
に
引
き
継
ぐ
品
々
が
多
数
収
納
さ

れ
「
輝
く
未
来
」
に
向
け
埋
設
し
ま

し
た
。

女
優
で
あ
り
農
政
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
浜

美
枝
さ
ん
に
よ
る
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

浜
さ
ん
は
、
現
代
社
会
の
諸
問
題
を
解
決
す

る
に
は
日
本
の
農
業
や
食
を
見
直
す
必
要
が

あ
り
、
高
山
村
に
は
美
し
い
自
然
や
美
味
し

い
も
の
が
と
れ
る
農
業
が
あ
る
の
で
、
こ
れ

ら
を
大
切
に
し
た
村
づ
く
り
を
進
め
れ
ば
更

に
魅
力
的
な
村
に
な
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
55
年
に
制
定
さ
れ
た
高
山
村
歌
を
、

村
制
施
行
五
十
周
年
を
機
と
し
て
「
村
民

憲
章
及
び
村
歌
制
定
委
員
会
」
に
諮
っ
て

見
直
し
を
行
い
、
村
制
施
行
五
十
周
年
記

念
式
典
で
改
訂
村
歌
を
披
露
し
ま
し
た
。

高
山
村
の
未

来
に
対
す
る
夢

や
希
望
を
テ
ー

マ
に
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
を
行
い
、

小
中
学
校
の
児

童
生
徒
か
ら
６

７
６
点
の
応
募

を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
最
優
秀
賞
は
、
藤
沢
佑
那
さ

ん
（
小
学
生
低
学
年
の
部
）、
湯
本
康

一
朗
さ
ん
（
小
学
生
高
学
年
の
部
）、

中
澤
一
樹
さ
ん（
中
学
生
の
部
）が
受

賞
し
、
村
制
施
行
五
十
周
年
記
念
式

典
に
お
い
て
発
表
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

２
６
８
点
の
応
募
の
中
か

ら
宮
川
侑
穂
さ
ん
の
「
輝
け

未
来
　
受
け
継
ぐ
伝
統
」
が

最
優
秀
作
品
と
な
り
、
記
念

事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

「
信
州
高
山
の
四
季
…
ふ

る
さ
と
再
発
見
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

を
行
い
、
村
内
外
か
ら
２
３

３
点
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
最
優
秀
賞
に
は
、
岩

渕
嘉
治
さ
ん（
長
野
市
）撮
影

の「
秋
の
渓
谷
」（
写
真
）が
選

ば
れ
ま
し
た
。

11月3日

村
制
施
行
五
十
周
年
記
念

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

高
山
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
国
務
大
臣
や
多
数
の
来
賓
、
村
民
の
参

列
の
も
と
厳
粛
に
開
催
し
ま
し
た
。
式
は
中
学
生
の
司
会
進
行
に
よ
り
村

長
表
彰
な
ど
の
表
彰
式
、
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
最
優
秀
作
品
の
発
表
、
中

学
生
に
よ
る
改
訂
村
歌
の
披
露
な
ど
を
行
い
、
新
た
な
門
出
に
ふ
さ
わ
し

い
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

村長あいさつ

新カプセル埋設 新カプセルと太田三郎氏

中学生による司会進行万歳三唱
「
私
た
ち
の
描
く

高
山
村
の
将
来
」

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

村
歌
改
訂

「
村
制
施
行
五
十
周
年

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
」

募
集

11月3日

記
念
講
演

11月3日

村
制
施
行
五
十
周
年
記
念
式
典

11月3日

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

開
封
・
埋
設
式

4月22日

さ
く
ら
街
道
植
樹
祭

7月1日

Ｎ
Ｈ
Ｋ
健
康
フ
ェ
ア「
食
育
・
健

康
フ
ェ
ア
in
信
州
高
山
村
」

8月27日

ス
ポ
ー
ツ
ゲ
ー
ム
ズ
in

信
州
高
山

9月30日

高
山
村
誌
全
三
巻
刊
行
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お もて なし の 心・湯 つ づ き の 里８つの湯と観光産業

信
州
高
山
の
味
覚
を

ま
る
ご
と
体
験
。

■
モ
チ
モ
チ
体
験
プ
ラ
ン

昔
な
が
ら
の
棚
田
で
、
も
ち
米
の
田
植
え
、
稲
刈

り
、
餅
つ
き
な
ど
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
プ
ラ
ン
。

■
信
州
高
山
「
総
ど
り
り
ん
ご
」
収
穫
祭

寒
暖
の
差
が
大
き
く
、
日
当
た
り
の
よ
い
信
州
高

山
は
、
美
味
し
い
り
ん
ご
の
名
産
地
。
自
慢
の
り
ん

ご
を
自
分
の
手
で
収
穫
し
て
い
た
だ
く
プ
ラ
ン
。

信
州
高
山
を
訪
れ
る
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
、

高
山
村
な
ら
で
は
の
味
覚
や
季
節
の
歳
時
を
直

接
体
験
し
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
体
験
プ
ラ
ン

を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
水
と
緑
に
恵
ま
れ
た

山
の
里
な
ら
で
は
の
旬
の
味
覚
を
ぜ
ひ
味
わ
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

癒しともてなしの心。
湯つづきの里たかやま

松
川
渓
谷
に
沿
っ
て
、

八
つ
の
い
で
湯
。

高
山
村
を
深
い
Ｖ
字
の
渓
谷
で
分
け

る
松
川
の
ほ
と
り
に
は
、
谷
筋
に
沿
っ

て
八
つ
の
温
泉
が
点
在
し
、
信
州
高
山

温
泉
郷
を
形
づ
く
っ
て
い
ま
す
。
上
流

か
ら
下
流
ま
で
、
奧
山
田
温
泉
、
七
味

温
泉
、
五
色
温
泉
、
松
川
渓
谷
温
泉
、
山

田
温
泉
、
蕨
温
泉
、
子
安
温
泉
、
そ
し

て
Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
。

そ
の
多
く
は
古
く
か
ら
湯
治
の
宿
、

癒
し
の
温
泉
場
と
し
て
受
け
継
が
れ
た

伝
統
を
持
ち
、
ま
た
多
く
の
文
人
墨
客

に
こ
よ
な
く
愛
さ
れ
た
歴
史
を
持
っ
て

い
ま
す
。
今
も
な
お
、
か
つ
て
の
風
情

を
色
濃
く
残
し
て
渓
谷
に
横
た
わ
る
八

つ
の
い
で
湯
は
、
松
川
渓
谷
の
自
然
美

と
と
も
に
、
高
山
村
が
世
界
に
誇
る
宝

物
。
気
ま
ま
に
ゆ
っ
た
り
、
の
ん
び
り

と
、
湯
つ
づ
き
の
里
の
湯
巡
り
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

奥山田温泉
北アルプスのパノラマを
満喫
標高1,500mの山田牧場にあ

る高原の温泉。浴場から眺める
北アルプスの展望は爽快。ゆっ
たりと浸る気分は最高です。

松川渓谷温泉
岩風呂が自慢の自炊の宿
湯治場本来の趣きを今も伝

えている自炊の一軒宿。大きな
野天岩風呂は、おおらかな気分
で入浴が楽しめます。

山田温泉
開湯200年を超える名湯
森鴎外、与謝野晶子ら、多く

の文人墨客に親しまれてきた山
田温泉。桃山風の建築が目を
引く大湯や足湯が人気です。

蕨温泉
田園の中にたたずむ
「ふれあいの湯」
北信濃の山々を展望する田

園の中に建つ村営共同浴場施
設。隣接して宿や食事処があり
ます。

七味温泉
松川渓谷最上流の温泉地
7つの源泉を持つことから名

づけられた七味温泉。松川の上
流にあり、情緒豊かな渓谷沿い
の露天風呂が人気です。

五色温泉
五色に変化する不思議の湯
その日の天候によって湯の色
が五色に変化することから五色
温泉。昔ながらの風情を伝える
素朴な一軒宿です。

子安温泉
赤褐色の湯が特徴
安産・子授け・子育ての神様

を祀る子安神社の近く、森に囲
まれた静かないで湯。赤褐色の
湯が特徴です。

YOU游ランド
森林スポーツ公園の温泉
YOU游ランドは、温泉プール

など、さまざまなスポーツ施設が
集まった総合的なリフレッシュ施
設です。

山田温泉 足湯

信州高山温泉郷マップ

七
味
温
泉五

色
温
泉

松
川
渓
谷
温
泉

山
田
温
泉

蕨
温
泉

子
安
温
泉

Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド

奥
山
田
温
泉



21 20

環
境
に
や
さ
し
い

環
境
保
全
型
農
業
の
先
進
地
。

高
山
村
は
、
人
と
自
然
に
や
さ
し
い
環
境

保
全
型
農
業
に
、
い
ち
早
く
取
り
組
ん
で
き

た
全
国
有
数
の
先
進
地
で
す
。

は
じ
ま
り
は
昭
和
五
十
七
年
。
地
力
増
進

施
設
を
開
設
し
、
村
内
の
家
庭
や
事
業
所
か

ら
出
る
生
ゴ
ミ
な
ど
を
発
酵
さ
せ
て
良
質
な

有
機
堆
肥
を
つ
く
る
取
り
組
み
で
し
た
。

当
初
は
、
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
異
物
が
混
ざ

っ
て
い
た
り
、
堆
肥
づ
く
り
の
技
術
面
で
の

問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
あ
り
ま
し

た
が
、
村
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
理

解
と
協
力
を
得
て
改
善
さ
れ
、
現
在
で
は
年

間
約
六
〇
〇
ト
ン
も
の
良
質
な
堆
肥
「
フ
ク

イ
ハ
ラ
コ
ン
ポ
」
が
村
内
の
農
家
に
提
供
さ

れ
て
い
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
の
特
徴
は
、
平
成
三
年
か
ら

始
ま
っ
た
、
人
工
フ
ェ
ロ
モ
ン
を
利
用
す
る
減

農
薬
栽
培
の
取
り
組
み
で
す
。
こ
れ
は
害
虫

の
メ
ス
が
出
す
性
フ
ェ
ロ
モ
ン
を
人
工
的
に
つ

く
っ
て
果
樹
園
に
設
置
す
る
こ
と
で
、
害
虫

の
交
尾
を
妨
害
し
、
発
生
を
抑
制
す
る
防
除

方
法
で
す
。
安
全
で
安
心
、
お
い
し
い
高
山

村
の
農
産
品
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

今
、
高
山
村
は
環
境
に
や
さ
し
い
先
進
的

農
業
を
実
践
す
る
農
の
里
と
し
て
全
国
の
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ら

に
先
駆
的
な
技
術
や
取
り
組
み
を
進
め
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
農
家
の
多
さ
は
、

安
全
で
安
心
な
高
山
ブ
ラ
ン
ド
の
証
で
す
。

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
は
、
平
成
十
一
年
七
月
に
制
定
さ

れ
た
「
持
続
性
の
高
い
農
業
生
産
方
式
の
導
入
の
促
進

に
関
す
る
法
律
（
持
続
農
業
法
）」
に
基
づ
い
て
設
け
ら

れ
た
認
定
農
業
者
制
度
で
す
。
つ
ま
り
環
境
に
や
さ
し

い
農
業
生
産
を
担
う
の
が
「
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
」。

高
山
村
で
は
、
り
ん
ご
農
家
、
米
生
産
農
家
を
中
心

に
、
平
成
十
八
年
度
ま
で
に
二
八
二
名
の
農
業
者
が
県

知
事
に
よ
る
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
長
野

県
内
で
は
中
野
市
に
次
い
で
二
番
目
の
認
定
者
数
と
な

っ
て
い
ま
す
。

高
山
村
で
は
、
安
全
で
安
心

な
高
山
村
の
農
産
物
を
広
く
消

費
者
の
皆
様
に
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

認
定
の
取
得
支
援
を
積
極
的
に

進
め
て
い
ま
す
。

環 境 に や さし い 農 の 里

エコファーマー認定書交付式

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

私
た
ち
の
暮
ら
し
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
や
家

畜
ふ
ん
、
廃
オ
ガ
粉
な
ど
を
、
再
び
有
効
な

資
源
と
し
て
土
に
還
し
て
活
か
そ
う
と
い
う

取
り
組
み
。
平
成
十
七
年
に
は
、
第
十
回
全

国
環
境
保
全
型
農
業
推
進
コ
ン
ク
ー
ル
に
お

い
て
、
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

水と大地の恵みを活かして。
環境にやさしい農の里

平
成
十
七
年

第
十
回
全
国
環
境
保
全
型

農
業
推
進
コ
ン
ク
ー
ル

全
国
農
業
協
同
組
合

中
央
会
長
賞
受
賞

人
工
フ
ェ
ロ
モ
ン
を
利
用
し
た
減
農
薬
栽
培

人
工
フ
ェ
ロ
モ
ン
を
果
樹
園
一
面
に
充
満

さ
せ
、
害
虫
の
発
生
を
抑
え
ま
す
。
農
薬
の

散
布
回
数
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、
消
費
者

に
も
安
全
・
安
心
な
農
産
物
を
お
届
け
し
て

い
ま
す
。

平
成
七
年

第
一
回
全
国
環
境
保
全
型

農
業
推
進
コ
ン
ク
ー
ル

（きのこ栽培） 
廃オガ粉 

高山村堆肥センター 

（家畜飼育） 
家畜ふん 

家庭 

生ゴミ 

水稲・果実 
野菜・花卉 

農地 

人工フェロモンを利用した 
減農薬栽培 

有機堆肥「フクイハラコンポ」 
村内の各家庭や事業所から排出
される生ゴミを、えのき茸の廃オ
ガ粉・家畜ふんなどとともに発酵
させた良質の堆肥。 

攪乱剤 
（性フェロモン） 

オスの害虫 

メスの害虫 

エコファーマーマーク

こ
れ
が
信
州
高
山
村
の

環
境
保
全
型
農
業

環境保全型農業の取り組み
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No.8

No.9

No.10

No.11

No.12

No.13

No.14

No.15

No.16
No.17

No.18

ゲート 
ボール場 

高山村保健福祉総合センター 
チャオル 

噴水広場 

デイサービスセンター 
あららぎ荘 

チャオルの森 
マレットゴルフコース 

フラワー 
センター 

ラ
ベ
ン
ダ
ー
園 

朝日ホーム 高山おんせん 
リハビリテーションセンター 

高山おんせん 朝日ホーム 

み ん な が い き い き、元 気 な 里村民みんなで健康づくり

チャイルドもオールドも
みんながいきいき、元気な里。

チ
ャ
イ
ル
ド
か
ら
オ
ー
ル
ド
ま
で
や
さ
し
い
、

そ
れ
が「
チ
ャ
オ
ル
」。

「
チ
ャ
オ
ル
の
森
」
は
、
元
気
な
笑
顔
に
出
会
え
る
場

所
。
総
敷
地
面
積
一
六
、
四
八
六
㎡
と
い
う
広
々
と
し

た
緑
の
空
間
の
中
に
、
高
山
村
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
「
チ
ャ
オ
ル
」
を
中
心
と
し
て
、
健
康
づ
く
り
や
ふ
れ

あ
い
、
憩
い
の
場
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
や
機
能
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
心
で
あ
る
「
チ
ャ
オ
ル
」
は
、
平
成
十
五
年
に

開
設
さ
れ
、
村
民
の
皆
さ
ん
に
保
健
・
福
祉
・
医
療
の

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的
に
提
供
す
る
拠
点
と
し
て
、

安
心
し
て
健
康
な
毎
日
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
、
誰
も
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

高山村統合保育園完成イメージ

高山村保健福祉総合センター チャオル

保健・福祉・医療の拠点 チャオルの森

YOU游ランド 水中運動教室

村
民
み
ん
な
で
健
康
づ
く
り
。

健
康
は
、
笑
顔
の
原
点
。
高
山
村
で
は
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
游

ラ
ン
ド
」
を
活
用
し
た
村
民
の
健
康
増
進
事
業
な
ど
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

温
泉
プ
ー
ル
で
の
水
中
運
動
教
室
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
な
ど
を
通
じ
て
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く

り
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

ま
た
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
や
改
善
、

運
動
不
足
の
解
消
な
ど
、
村
民
の
皆
さ
ん
が
大
き
な
関

心
を
寄
せ
て
い
る
課
題
に
応
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
教
室
や

個
別
指
導
、
健
康
相
談
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

全
国
的
に
少
子
化
が
進
む
中
、
安
心
し
て
子
ど
も
を

生
み
育
て
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
は
大
切
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
山
村
は
、
出
産
祝
金
の
交
付

や
、
乳
幼
児
や
児
童
へ
の
福
祉
医
療
費
特
別
給
付
金
の

支
給
対
象
を
拡
大
し
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
見

直
し
を
行
う
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
た
新
し
い

高
山
村
統
合
保
育
園
が
、
平
成
二
十
年
四
月
の
開
所
を

め
ざ
し
て
、
建
設
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。
村
産
の
ス

ギ
や
カ
ラ
マ
ツ
材
を
活
用
し
て
、
環
境
と
の
調
和
が
と

れ
た
潤
い
と
ゆ
と
り
に
あ
ふ
れ
た
施
設
。
未
満
児
保
育

事
業
を
実
施
す
る
な
ど
、
充
実
し
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
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豊かな伝統と文化の継承。
一茶ゆかりの里たかやま

湯
倉
洞
窟
遺
跡
か
ら
は
、
縄
文
早
期
に

埋
葬
さ
れ
た
湯
倉
人
が
発
見
さ
れ
、
こ
の

地
が
七
〇
〇
〇
年
も
の
昔
か
ら
、
豊
か
な

暮
ら
し
と
文
化
を
営
む
里
で
あ
っ
た
こ
と

を
伝
え
て
い
ま
す
。

古
代
に
は
高
位
牧
が
営
ま
れ
、
中
世
に

は
山
田
高
梨
氏
が
治
め
、
駒
場
は
関
山
国

師
の
生
誕
の
地
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

近
世
に
は
善
光
寺
平
と
上
州
を
結
ぶ
道

の
要
衝
と
し
て
栄
え
る
と
と
も
に
、
気
候

風
土
を
活
か
し
た
豊
か
な
生
活
文
化
が
息

づ
き
ま
し
た
。
戦
国
の
武
将
と
し
て
知
ら

れ
る
福
島
正
則
公
が
幕
府
に
よ
っ
て
所
領

没
収
と
な
っ
た
後
、
高
井
郡
と
魚
沼
郡
に

扶
持
を
与
え
ら
れ
、
晩
年
を
過
ご
し
た
の

も
高
山
村
で
す
。
堀
之
内
地
区
に
は
福
島

氏
の
居
館
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
は
る
か
に
遠
い
昔
か
ら
近
代

に
至
る
、
先
人
の
歴
史
や
生
活
文
化
の
歩

み
を
伝
え
て
く
れ
る
の
が
、
高
山
村
歴
史

民
俗
資
料
館
で
す
。

館
内
に
は
、
湯
倉
洞
窟
遺
跡
や
藤
沢
焼

の
関
係
資
料
を
は
じ
め
と
し
、近
世
の
人
々

の
暮
ら
し
を
物
語
る
厩
（
う
ま
や
）
や
機

織
り
、
民
俗
文
化
資
料
な
ど
が
展
示
さ
れ
、

私
た
ち
の
先
祖
の
暮
ら
し
を
偲
ば
せ
て
く

れ
ま
す
。

文
化
財
に
つ
い
て
は
、
41
頁
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

伝
え
た
い
、
自
然
と
人
間
の
暮
ら
し
。

古
人（
い
に
し
え
び
と
）の
豊
か
さ
。

歴 史 の 香 り が 息 づ く 里暮らしに息づく文化と交流

一茶逗留の離れ家

村の生活歴

高山村歴史民俗資料館

湯倉洞窟遺跡

一茶ゆかりの里　一茶館
模型と映像を駆使した映像小劇場

『一茶・こころの旅』やアニメーション
『父の終焉日記』などで人間小林一茶
を紹介。貴重な遺墨なども見ること
ができます。

建物は、最高裁判所などを手がけた岡田新一氏に
よる設計。一茶の曲折した心情を異形ともいうべき
屋根の形で表現しています。

アニメーション『父の終焉日記』

一茶の代表作『父の終焉日記』

こ
こ
は
俳
人
一
茶

ゆ
か
り
の
ふ
る
さ
と
で
す
。

北
信
濃
が
生
ん
だ
俳
人
小
林
一
茶
。
そ

の
晩
年
、
一
茶
は
高
山
の
里
に
足
繁
く
訪

れ
、
多
く
の
門
人
た
ち
と
交
流
を
重
ね
ま

し
た
。
門
人
の
一
人
久
保
田
春
耕
が
提
供

し
た
離
れ
家
が
今
も
残
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

一
茶
の
代
表
作
で
あ
る『
父
の
終
焉
日
記
』、

『
花
春
帖
（
浅
黄
空
）』、『
筆
記
（
俳
諧
寺
抄

録
）』
原
本
な
ど
数
多
く
の
貴
重
な
遺
墨
が

伝
わ
り
ま
す
。
ま
た
村
内
の
各
所
に
、
一

茶
の
句
碑
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
文
字
ど

お
り
「
一
茶
ゆ
か
り
の
里
」
の
風
情
を
色

濃
く
残
し
て
い
る
ふ
る
さ
と
で
す
。

紫
地
区
に
あ
る
「
一
茶
ゆ
か
り
の
里

一

茶
館
」
は
、
そ
う
し
た
ふ
れ
あ
い
の
歴
史

を
保
存
す
る
と
と
も
に
、
小
林
一
茶
研
究

の
拠
点
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
施
設
。

多
く
の
一
茶
フ
ァ
ン
や
俳
句
愛
好
家
が
訪

れ
、
俳
句
を
通
し
た
文
化
交
流
も
盛
ん
で

す
。毎

年
行
わ
れ
て
い
る
一
茶
ゆ
か
り
の
里

俳
句
大
会
に
は
、
全
国
か
ら
多
く
の
参
加

が
あ
り
ま
す
。
一
茶
を
学
ぶ
会
や
、
小
・

中
学
生
俳
句
大
会
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
も

行
わ
れ
、「
一
茶
館
」
に
は
投
句
箱
も
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
、
楽
し
い
俳

句
の
世
界
を
体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

扇面額（文化5年）
『名月の　御覧の通り 屑家哉』 付木
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寒
暖
の
差
が
大
き
く
日
照
に
恵
ま
れ
た
高
山
村
は
、
お

い
し
い
果
樹
の
栽
培
に
適
し
た
地
。
そ
の
環
境
条
件
を
活

か
し
て
、
り
ん
ご
や
ぶ
ど
う
な
ど
の
特
産
品
を
つ
く
り
出

し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
新
鮮
な
お
い
し
さ
の
ふ
る

さ
と
か
ら
、
新
し
い
特
産
品
が
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。ワ

イ
ン
ぶ
ど
う
は
、
お
い
し
い
ワ
イ
ン
を
造
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
改
良
さ
れ
て
き
た
ワ
イ
ン
専
用
品
種
で
す
。

生
食
用
ぶ
ど
う
と
は
生
育
の
条
件
や
栽
培
方
法
が
異
な
り

ま
す
が
、
高
山
村
の
気
候
や
土
壌
条
件
が
適
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
栽
培
に
向
け
て
「
高
山
村
ワ
イ

ン
ぶ
ど
う
研
究
会
」
が
平
成
十
八
年
に
結
成
さ
れ
、
本
格

的
な
栽
培
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

村
内
に
開
設
さ
れ
た
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
展
示
圃
場
で
は
、

白
ワ
イ
ン
の
代
表
品
種
で
あ
る
シ
ャ
ル
ド
ネ
が
植
え
ら
れ
、

誰
で
も
気
軽
に
見
学
し
、
栽
培
管
理
の
仕
方
や
棚
づ
く
り

の
方
法
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
研
究
会
に
は
専
業
農
家
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
方
々
が
参
加
し
、
ワ
イ
ン
の
醸
造
や
商
品
化
に

つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
栽
培
に
つ
い
て
も
、
新

た
に
農
業
を
始
め
る
株
式
会
社
が
参
加
す
る
な
ど
、
こ
れ

ま
で
に
な
い
農
の
あ
り
方
が
広
が
り
始
め
て
い
ま
す
。

「
ワ
イ
ン
と
い
え
ば
高
山
村
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な

る
日
が
来
る
の
も
、
そ
う
遠
い
将
来
で
は
な
い
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

地
域
特
性
を
活
か
し
た
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
栽
培
。

新しいチャレンジ次々に。
新しい「農」への挑戦。

本
格
的
な
栽
培
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
英
知
を
結
集
し
て
。

ワインぶどう栽培農地貸借契約・
栽培協力協定調印式
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村
民
協
働
で
進
め
る

美
し
い
ふ
る
さ
と

づ
く
り
へ
の
挑
戦
。

高
山
村
は
、
日
本
の
山
里
の
原
風
景
を
思
わ

せ
る
里
山
や
美
し
く
豊
か
な
自
然
が
息
づ
く

村
。
そ
の
景
観
は
、
村
を
訪
れ
る
多
く
の
人
々

に
も
感
動
を
与
え
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
か
け
が
え
の
な
い
財
産
を
未
来
へ
と

受
け
継
い
で
い
く
た
め
に
、
村
で
は
村
制
施
行

五
十
周
年
を
契
機
と
し
て
、
本
格
的
な
景
観
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
十
八
年
に
は
村
内
外
の
有
識
者
等
か
ら

な
る
景
観
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
村
民
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
の
景
観
計
画
や
景
観
条
例
の
制
定
に
向
け

て
、
真
剣
な
論
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

松
川
渓
谷
を
は
じ
め
と
す
る
上
信
越
高
原
国

立
公
園
の
自
然
景
観
、
扇
状
地
に
広
が
る
果
樹

や
田
畑
の
田
園
景
観
、
そ
し
て
里
山
の
暮
ら
し

を
伝
え
る
集
落
景
観
な
ど
、
次
の
五
十
年
、
一

〇
〇
年
の
未
来
を
見
据
え
た
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

ホ
タ
ル
が
い
っ
ぱ
い
に
舞
う
ふ
る
さ
と
へ
。

ホ
タ
ル
は
自
然
環
境
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
言
わ
れ
ま

す
。
水
と
土
と
植
物
か
ら
な
る
、
川
辺
の
環
境
が
良
好

に
保
た
れ
て
い
な
い
限
り
繁
殖
し
な
い
か
ら
で
す
。

そ
ん
な
ホ
タ
ル
が
舞
う
ふ
る
さ
と
の
風
景
を
取
り
戻

す
た
め
に
、
村
内
に
は
各
地
区
で
ホ
タ
ル
の
会
が
設
け

ら
れ
、
水
路
の
整
備
や
調
査
、
勉
強
会
な
ど
を
重
ね
て

い
ま
す
。
高
山
小
学
校
で
は
児
童
と
保
護
者
が
ホ
タ
ル

を
通
し
て
環
境
保
全
の
大
切
さ
を
学
ぶ
観
察
会
が
行
わ

れ
た
り
、
ま
た
ホ
タ
ル
の
成
育
に
や
さ
し
い
無
農
薬
の

水
稲
栽
培
へ
の
取
り
組
み
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
で
は
古
く
か
ら
、
道
路
の
整
備
や
清
掃
、
山
の
手
入
れ
な
ど
地

域
の
皆
さ
ん
が
共
同
で
公
共
的
な
作
業
に
取
り
組
む
こ
と
を
「
お
て
ん
ま
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。「
お
て
ん
ま
」
は
、
そ
の
昔
、
街
道
や
宿
駅
の
整
備
や
荷

役
に
周
辺
の
住
民
が
で
た
賦
役
「
御
伝
馬
」
に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
現
代
風
に
言
え
ば
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
人
と
自
然
が
共
存
し
て
暮

ら
し
て
い
く
た
め
の
知
恵
な
の
で
す
。

高
山
村
で
は
、
村
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
活
力
あ
る
村
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
「
お
て
ん
ま
支
援
事
業
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

主
に
村
民
が
組
織
す
る
団
体
等
が
自
ら
行
う
事
業
に
対
し
て
、
原
材
料
の

支
給
、
機
械
等
の
貸
し
出
し
や
技
術
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

か
け
が
え
の
な
い
信
州
高
山
の

景
観
を
未
来
へ
伝
え
よ
う
。

お
て
ん
ま
で
地
域
づ
く
り
。
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平
成
十
八
年
四
月
、
高
山
村
と
女
子
美
術

大
学
（
神
奈
川
県
相
模
原
市
）、
須
高
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
株
式
会
社
の
三
者
が
列
席
し
、
産

学
官
連
携
地
域
文
化
創
生
事
業
の
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
信
州
高
山
村
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
て
、
女
子
美
術
大
学
が
授
業
の
一
環
と
し

て
の
活
動
を
行
い
、
学
生
の
視
点
か
ら
高
山

の
魅
力
を
発
見
し
、
表
現
し
、
提
案
し
て
い

た
だ
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
。
須
高
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
が
村
内
の
光
イ
ン
フ
ラ
設
備
な
ど

開
か
れ
た
行
政
を
め
ざ
し
て
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
情
報
発
信
。

平
成
十
五
年
に
開
局
し
た
須
高
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
「
高
山
村
民
チ
ャ
ン
ネ
ル
」。
高
山
村

民
総
出
演
を
め
ざ
し
て
各
地
区
の
紹
介
な
ど

を
行
い
、「
村
民
が
主
役
」
の
番
組
づ
く
り
が

評
判
で
す
。

ま
た
村
議
会
の
模
様
を
生
中
継
し
た
り
、

番
組
を
通
じ
、
村
の
施
策
を
わ
か
り
や
す
く

紹
介
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
情
報
を

発
信
す
る
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
も
大
切
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

活
力
あ
る
商
工
業
の
振
興
を
め
ざ
し
て
。

高
山
村
で
は
、
異
業
種
で
の
共
同
研
究
・
共
同

開
発
を
促
進
す
る
な
ど
特
徴
あ
る
地
元
企
業
の
育

成
事
業
や
、
特
産
品
等
の
販
売
を
通
じ
観
光
Ｐ
Ｒ

を
図
る
「
ふ
る
さ
と
秋
の
市
」
を
は
じ
め
と
し
た

地
元
事
業
者
が
力
を
合
せ

て
行
う
地
域
振
興
活
動
へ

の
補
助
事
業
な
ど
を
通
じ
、

頑
張
る
皆
さ
ん
を
応
援
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
３
企
業
が

進
出
し
て
い
る
県
営
日
滝

原
産
業
団
地
に
、
優
良
企

業
の
誘
致
を
さ
ら
に
す
す

め
、
自
主
財
源
の
確
保
、

雇
用
機
会
の
拡
大
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

新
し
い
高
山
村
の
発
見
と
創
造
へ

産
学
官
連
携
の
村
づ
く
り
へ
の
挑
戦
。

を
提
供
す
る
ほ
か
、
村
民
と
学
生
と
の
ふ
れ

あ
い
の
模
様
を
番
組
化
し
、
内
外
に
発
信
し

て
い
く
活
動
も
併
せ
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

す
で
に
多
く
の
学
生
が
村
を
訪
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

交
流
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
信
州
高
山
の
里

か
ら
、
ど
ん
な
新
し
い
発
見
や
創
造
が
育
ま

れ
、
新
た
な
村
づ
く
り
へ
と
結
び
つ
い
て
い

く
か
。
期
待
が
ふ
く
ら
ん
で
い
ま
す
。

高
山
村
を
創
造
表
現
の
ス
テ
ー
ジ
に
、

女
子
美
術
大
学
と
連
携
。

日滝原産業団地ふるさと秋の市
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高山村大字奥山田3520番地4 

高山村大字高井4609番地 

高山村大字高井525番地5 

高山村大字奥山田3606番地1 

高山村大字高井4972番地 

高山村大字高井4972番地 

高山村大字高井569番地 

高山村大字高井528番地1

高山村役場 

高山村公民館 

高山村保健福祉総合センター“チャオル” 

高山村大字高井4972番地 0245-1100  4248-0066

高山村大字高井4972番地 0245-1100  4251-2470

高山村大字牧130番地1 0242-1200  4242-1205

健康管理センター 0242-1202 

地域包括支援センター 0242-1203 

高齢者福祉センター 0242-1204 

高山診療所 0242-1210

高山村社会福祉協議会 0242-1220 

障害者等共同作業所 0242-1220 

シルバー人材センター高山事務所 0242-1212

 

 

高山村歯科診療所 

山田診療所 

高山中学校 

高山小学校 

高山村学校給食センター 

高山村児童クラブ 

高井保育園 

山田保育園 

聖徳保育園（私立） 

子育て支援センター 

 

山田温泉大湯 

蕨温泉ふれあいの湯 

0242-1221 

0242-2750 

0248-0866 

0245-2351 

0245-0948 

0245-0594 

0245-6401 

0245-2737 

0245-6842 

0245-2170 

0248-7719 

0246-7445 

0242-2940 

0242-2314 

0242-2313

村 内 の 主 な 公 共 施 設  
（市外局番 026） 

デイサービスセンター 
あららぎ荘  

高山村歴史民俗資料館 

ＹＯＵ游ランド 

おやき茶屋たちべり 

雷滝　ごろごろ亭 

八滝　もみじ亭 

高井警察官駐在所 

山田警察官駐在所 

須坂市消防署高山分署 

高山郵便局 

山田郵便局 

高山村商工会 

信州高山温泉郷観光協会 

ＪＡ須高
　高山支所 

　　　　 高山共撰所 

0248-1389 

0242-2552 

0242-2210 

0242-2929 

0242-2733 

0242-2333 

0245-2349 

0242-2618 

0248-0119 

0245-4477 

0242-2637 

0248-0582 

0245-1100 

0245-0184 

0245-2348

歴史公園一茶ゆかりの里 
一茶館 

高齢者交流センター 
松の湯荘 

地力増進施設・ 
クリーンセンター 
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高 山 村 統 計 資 料 編  

4.1日に1人 

年間1世帯あたり 

331.9kg
年間1世帯あたり 

352.4kg

年間1人あたり 

76,871円 
年間1人あたり 

429,164円 

村民106人に1人 
小学校児童 

17.2人 
に1人 

中学校生徒 

12.3人 
に1人 

1.6日に1人 1.6日に1人 

8.7日に1人 

世帯人員 人口密度 

死亡 出生 

転出 転入 

教員 村職員 

資源ごみ 
収集量 

ごみ 
収集量 

村の予算 村税 

1世帯3.4人 1k㎡に77.7人 

　本村は長野県の北東部、県都長野市から東に約
20kmに位置し、笠岳をはじめとする上信越高原国
立公園の南西麓にひらける松川扇状地に、耕地と
26の集落が点在する農山村です。村の総面積は、
98.5k㎡で、84.6％が山林原野で占められています。 
　気候は、年間平均気温が11.8℃と比較的冷涼で、
降水量は年間850mm前後です。冬期間の積雪量は、
村落部で40cm以上、山間部では2mを越すことも
あるため、特別豪雪地帯に指定されています。また、
4、5月ごろには晩霜にみまわれる自然環境となって
います。 

（平成18年度一般会計歳出） 

（平成17年10月1日現在） （平成17年10月1日現在） 

（平成18年度） 

（平成18年度） 

（平成18年度） 

（平成18年度） 

（平成18年度） （平成18年度） 

（平成19年5月1日現在） （平成19年4月1日現在） 

（平成18年度決算） 

須坂市 

中野市 
長野市● 

上田市● 

松本市● 小布施町 

高山村 

山ノ内町 

数字で見る村民の暮らし 

地勢と気候 
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0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

世帯数 
（戸） 

1,263 1,268
1,212 1,223 

 
1,227

1,388 1,406 1,381 1,368 1,346 1,339

1,529

1,685
1,782

1,866

2,082
2,181

2,269

7,776

7,654

7,7737,342

7,3086,9316,5076,166

6,281

6,694

7,194

7,262

7,309

6,127

5,880

5,798

6,096

5,921

3,737

3,685

3,742

3,567

3,570

3,389

3,143

2,955

3,049

3,228

3,584

3,556

3,6373,132

3,031

2,981

3,143

3,059

大正 
9年 

 
14年 

昭和 
5年 

 
10年 

 
15年 

 
20年 

 
25年 

 
30年 

 
35年 

 
40年 

 
45年 

 
50年 

 
55年 

 
60年 

平成 
2年 

 
7年 

 
12年 

 
17年 

4.7 

60.6

4.8 

61.8

4.8 

58.8

4.8 

59.6

5.0 

62.1

5.3 

74.0

5.2 

73.0

5.2 

72.9

4.9 

67.8

4.7 

63.6

4.4 

62.5

4.3 

65.9

4.1 

70.2

4.1 

74.0

3.9 

74.5

3.7 

78.9

3.6 

78.9

3.4 

77.7

昭和35年 

40年 

50年 

60年 

平成 2 年 

7 年 

12年 

17年 

■人口と世帯数の推移 

■年齢階級別人口の推移 

4,031

4,039

3,969

3,775

3,738

3,542

3,364

3,211

3,232

3,466

3,610

3,706

3,6722,995

2,849

2,817

2,953

2,862
1世帯当たり人口 

人口密度（1k㎡） 

資料：国勢調査 

資料：国勢調査 

0～14歳 15～64歳 65歳以上 合計 

6,694

6,281

6,507

7,308

7,342

7,773

7,776

7,654

2,161 
（32.3%） 

1,661 
（22.7%） 

1,463 
（19.9%） 

1,374 
（17.7%） 

1,239 
（15.9%） 

1,090 
（14.2%） 

1,449 
（22.3%） 

1,695 
（27.0%） 

3,991 
（59.6%） 

4,648 
（63.6%） 

4,686 
（63.8%） 

4,954 
（63.7%） 

4,884 
（62.8%） 

4,734 
（61.9%） 

4,391 
（67.5%） 

4,052 
（64.5%） 

542 
（8.1%） 

999 
（13.7%） 

1,193 
（16.3%） 

1,445 
（18.6%） 

1,653 
（21.3%） 

1,827 
（23.9%） 

667 
（10.2%） 

534 
（8.5%） 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

人口 
（人） 

（人） 

女
性 

総数 

男
性 

世帯数 

0 20 40 60 80 100（%） 

人　口 
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高 山 村 統 計 資 料 編  

■産業別就業者人口の推移 

産　業 

■農家数及び農家人口の推移 

■経営耕地面積の推移 

■農業産出額の推移 

総人口 
（人） 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

農家人口 
（人） 

農家数 
（戸） 

0

2,000

4,000

6,000

8,000
6,694

6,277 6,214 6,466
6,911

7,308 7,552
7,773 7,776 7,654

6,167
5,658 5,290 4,989 4,798 4,596

4,138
3,732 3,457 3,250

総人口 
農家人口 農家数 

兼業 

専業 

その他の樹園地 

田 果樹園 桑園 普通畑 総面積 

4位 その他 総額 3位 2位 1位 

1次産業人口 2次産業人口 3次産業人口 合計 

昭和35年 

40年 

50年 

60年 

平成 2 年 

7 年 

12年 

17年 

3,891

3,737

3,860

4,243

4,207

4,589

4,619

4,433

2,774（71.3%） 

2,302（61.6%） 

1,495（38.7%） 

1,318（31.1%） 

1,142（27.1%） 

1,059（23.1%） 

974（21.1%） 

964（21.8%） 

520（13.4%） 

720（19.3%） 

1,329（34.4%） 

1,667（39.3%） 

1,704（40.5%） 

1,849（40.3%） 

1,829（39.6%） 

1,526（34.4%） 

597（15.3%） 

715（19.1%） 

1,034（26.9%） 

1,258（29.6%） 

1,361（32.4%） 

1,681（36.6%） 

1,816（39.3%） 

1,943（43.8%） 

昭和45年 

50年 

60年 

平成 2 年 

7 年 

12年 

17年 

りんご162

りんご493

りんご887

りんご743

りんご714

りんご600

りんご520

米119

米251

米187

ぶどう285

ぶどう384

ぶどう450

ぶどう390

ホップ51 生乳45
えのきだけ95

生乳89
その他 313

その他 677

その他 557

その他 414

その他 371

その他 370

その他 330

690

1,605

1,921

1,740

1,726

1,650

1,460

ぶどう179 生乳111

米157 生乳140

米150 生乳107

米140 生乳90

米130 生乳90

昭和35年 

40年 

45年 

50年 

55年 

60年 

平成 2 年 

7 年 

12年 

17年 

469

361

282

230

222

156

95

72

96

173

6

3

37

17

10

3

4

0

0

0

860

747

713

652

559

554

494

515

969

918

239

231

227

197

187

171

130

138

130

116

185

264

296

279

290

320

330

309

268

226

70

59

46

25

4

0

0

0

0

0

1,199 1,1701,137 1,093 1,065 1,020
921

857 804 810
915

1,009 1,021 975 916 894 804 725 698 689

284
161 116 118 149 126 117 132 106 121

0 20 40 60 80 100（%） 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

昭和 
35年 

 
40年 

 
45年 

 
50年 

 
55年 

 
60年 

平成 
 2 年 

 
7 年 

 
12年 

 
17年 

昭和 
35年 

 
40年 

 
45年 

 
50年 

 
55年 

 
60年 

平成 
 2 年 

 
7 年 

 
12年 

 
17年 

資料：国勢調査 

資料：農林業センサス 資料：農林業センサス 

0 200 400 600 800 1,000（ha） 
資料：農林業センサス 

資料：生産農業所得統計 
0 500 1,000 1,500 2,000（百万円） 
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■商業の推移 ■工業の推移 

■観光客数の推移 

55 132 53,679 

66 158 65,266 

63 150 100,398 

59 143 128,821 

59 149 169,088 

63 214 246,845 

54 207 270,393 

53 209 259,329 

50 219 263,580 

47 203 305,854 

51 256 316,062 

46 233 369,585 

47 279 474,938 

44 257 439,336

昭和45年 

47年 

49年 

51年 

54年 

57年 

60年 

63年 

平成 3 年 

6 年 

9 年 

11年 

14年 

16年 

昭和50年 

55年 

60年 

平成 2 年 

3 年 

4 年 

5 年 

6 年 

7 年 

8 年 

9 年 

10年 

11年 

12年 

13年 

14年 

15年 

16年 

17年 

18年 

 5,701 1,574 928 2,061 1,138 

 6,482 1,600 1,046 2,572 1,264 

 6,182 1,395 1,033 2,529 1,225 

 8,573 2,785 1,181 2,966 1,641 

 8,300 2,789 1,167 2,764 1,580 

 8,179 2,760 1,150 2,737 1,532 

 8,424 2,661 1,257 2,960 1,546 

 8,301 2,733 1,171 2,885 1,512 

 7,628 2,290 1,099 2,740 1,499 

 7,124 2,233 1,039 2,550 1,302 

 7,002 2,074 1,061 2,408 1,459 

 6,527 1,941 959 2,354 1,273 

 6,174 1,876 879 2,093 1,326 

 5,674 1,682 886 1,780 1,326 

 5,370 1,481 895 1,672 1,322 

 5,346 1,427 903 1,717 1,299 

 5,200 1,323 926 1,671 1,280 

 4,957 1,320 911 1,528 1,198 

 4,776 1,211 893 1,476 1,196 

 4,698 1,160 846 1,460 1,232

1,286,170 

2,876,170 

2,872,050 

6,161,250 

5,995,350 

5,994,550 

6,175,450 

6,075,900 

5,558,900 

5,071,650 

5,287,300 

4,671,240 

4,005,890 

3,058,210 

2,864,670 

2,732,120 

2,529,140 

2,265,820 

2,147,660 

2,077,340

調査年 商店数 従業者数（人） 年間商品販売額（万円） 

18 157 37,235 

47 423 501,327 

58 520 613,868 

57 612 967,030 

62 607 1,006,733 

67 591 778,303 

72 615 695,349 

69 630 992,591 

87 712 1,181,050 

85 705 1,209,393 

84 623 831,638 

87 673 912,329 

86 635 889,959 

81 662 1,011,030 

36 502 833,201 

33 524 739,730 

34 555 766,898 

32 619 869,995 

33 622 843,486 

29 582 915,635

昭和45年 

55年 

60年 

平成 2 年 

3 年 

4 年 

5 年 

6 年 

7 年 

8 年 

9 年 

10年 

11年 

12年 

13年 

14年 

15年 

16年 

17年 

18年 

調査年 事業所数 従業者数（人） 年間製造品出荷額（万円） 

観　光　客　数 （百人） 
調　査　年 観光消費額（千円） 

総　数 1～3月 4～6月 7～9月 10～12月 

資料：商業統計調査 

資料：工業統計調査 

資料：産業振興課 

※平成13年以降は従業者4人以上事業所を集計した数値 
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昭和37年度 

40年度 

45年度 

51年度 

55年度 

60年度 

平成 2 年度 

7 年度 

12年度 

17年度 

18年度 

19

18

28

22

13

13

12

8

6

13

16

4

2

3

1

2

1

9

12

12

7

7

11

12

10

8

13

9

13

22

17

18

23

8

17

8

5

15

11

8

6

13

6

21

4

1

4

2

1

3

2

6

1

2

4

25

23

22

10

9

16

14

13

16

19

16

65歳以上人口（人） 65歳以上割合（%） 

1,350 2,951 230,205 78,009 434,070 391,519 4,139 1,900 2,200 32,396 1,916

1,727 1,198 8 521 85.1 1,362 12 54 20 1 293 12 1 0

資料：村民生活課 

資料：村民生活課 

（平成19年3月31日現在） 

（平成19年3月31日現在） 

71

73

75

48

53

53

58

67

65

65

87

196 188
192

335
434

599
740 939

542 534
667

999
1,193

1,445

1,653

1,827

346 346 475 664 759 846 913 888

昭和 
35年 

 
40年 

 
50年 

 
60年 

平成 
 2 年 

 
7 年 

 
12年 

 
17年 

8.1 8.5
10.2

13.7 16.3

18.6

21.3

23.9

世帯（戸） 人数（人） 調定額（千円） 一人当たり（円） 総額 療養給付費 療養費 出産育児一時金 葬祭費 高額療養費 その他 

1号 任意 3号 

収納率 
（％） 障害 

（福祉） 総数 老齢 障害 遺族 寡婦 老齢 障害 老齢 障害 

■死因別死亡者数の推移 

■国民健康保険の状況 

■高齢者人口の推移 

被保険者 保険税 保険給付額（千円） 

■国民年金被保険者数と受給者の状況 

種　別 

被保険者数 新　　法 旧　法 福　祉 

0 20 40 60 80 100（人） 
資料：村民生活課 

資料：国勢調査 

65歳～74歳 

65歳以上割合 

75歳以上 

合計 

がん 
脳血管疾患 

心疾患 

呼吸器疾患 
不慮の事故 

その他 

総数 

0

5

10

15

20

25

30

0

500

1,000

1,500

2,000

保健・福祉 
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■保育園の現況 

■出生数の推移 

■保育園児数の推移 

■小学校児童数の推移 ■中学校生徒数の推移 

総　数 3歳未満児 3歳児 4歳児 5歳児 
施設名 定員（人） 学級数 開設年月日 

高井保育園 150 104 ― 29 31 44 5 昭和47年4月1日 

山田保育園 45 49 ― 16 20 13 2 昭和40年4月1日 

聖徳保育園 60 52 19 11 10 12 6 昭和36年4月1日 

園児数（人） 

昭和60年度 

平成 2 年度 

7 年度 

12年度 

17年度 

18年度 

139

147

133

121

122

106

77

70

78

66

40

45

35

38

24

51

54

58

251

255

235

238

216

209

0 50 100 150 200 250 300（人） 

高井保育園 山田保育園 聖徳保育園 計 

（平成19年4月1日現在） 

資料：教育委員会 

資料：学校基本調査 資料：学校基本調査 

（各年度3月1日現在） 

（各年度5月1日現在） （各年度5月1日現在） 

資料：教育委員会 

出生数 
※合計特殊出生率 
　一人の女性が一生に産む子どもの数の平均値 

資料：村民生活課 

合計特殊出生率 

昭和 
33
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55

 
60
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昭和 
37

 
42

 
45

 
51

 
55

 
60

平成 
2

 
3

 
4

 
5

 
6

 
7

 
8
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高 山 村 統 計 資 料 編  

■文化団体（高山村文化協会）の概要 

■スポーツ団体の概要 

高山書道会 50 

高山村華道会 47 

高山史談会 103 

高山俳壇 30 

高山村ヒムロ会 11 

高山村囲碁クラブ 64 

高山村謡曲会 65 

高山合同舞踊会 33 

高山村むつみ俳画クラブ 12

団体名 構成人員 

高山村陶芸クラブ 13 

コールフラウェン 23 

高山村尺八の会 6 

高山村おもと同好会 19 

高山村ダンススポーツ協会 30 

高山絵画クラブ 11 

高山茶道会 23 

プルメリア高山 10 

フレデリック読み語りの会 8

団体名 構成人員 

資料：教育委員会 

高山村ゴルフ協会 

高山村ジュニアサッカークラブ 

高山村ミニバスケットクラブ 

高山村ジュニアスキークラブ 

高山村ジュニアバレーボールクラブ 

高山少年硬式野球連盟 

高山村山田温泉少年スキークラブ 

高山村剣道連盟 

高山村少年野球クラブ 

高山Victory Jr. バドミントンクラブ 

高山村ゲートボール協会 

高山村卓球クラブ 

高山村バレーボール協会 

高山村バドミントン協会 

高山村スポーツ少年団 

高山村体育協会 高山村バスケットボール協会 

高山村野球クラブ 

高山村ソフトボール協会 

高山村山岳会 

高山村マレットゴルフ協会 

資料：教育委員会 

（平成19年4月1日現在） 

文　化 

村制施行五十周年記念　第19回高山村文化祭（平成18年11月3・4日） 
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輝 け 未 来 受 け 継 ぐ 伝 統  

無形文化財 

■高山村の文化財 

一茶句碑（今年米～・天神原） （村指定） 

一茶句碑（梅が香よ～・山田温泉） （村指定） 

旧千堀天満宮の俳額 （村指定） 

高井小学校出土の旧石器時代の石器 （村指定） 

明徳寺の石幢 （村指定） 

海福寺の聖観世音菩薩立像 （村指定） 

西光寺の地蔵菩薩半跏趺坐像 （村指定） 

浄教寺十六羅漢の欄間 （村指定） 

山田大杉神社・社殿 （村指定） 

高杜神社本殿および本社 （村指定） 

一茶ゆかりの里離れ家 （村指定） 

子安神社本殿および本社 （村指定） 

駒場の郷蔵 （村指定） 

諏訪神社（春宮）本殿 （村指定） 

諏訪神社（秋宮）本殿および本社 （村指定） 

温泉の薬師堂 （村指定） 

湯倉洞窟遺跡 （村指定） 

福島正則屋敷跡 （県史跡） 

堀之内高札場 

赤和観音堂 

一茶遺墨 

月生城址 

藤沢焼窯跡 

福井城址 

滝ノ入城址 

桝形城跡 

関山国師誕生の地 

山田氏居館址 

平塩の徳正寺跡 

安田主水翁遺徳碑 

山田温泉付近の句碑､歌碑 

 

 
牧の獅子狂言 

天神原の獅子狂言 

雷滝 （村指定） 

水中の枝垂れ桜 （村指定） 

黒部のエドヒガン桜 （村指定） 

坪井の枝垂れ桜 （村指定） 

鞍掛山産出のハダカイワシ属の化石 （村指定） 

岩鼻の柱状節理 

中塩の湧き井戸 

温泉の焼け 

高杜神社杉並木 

赤和観音の大杉 

赤和観音のしだれ桜 

稲沢の大イチョウ 

牧場のシナノ木 

ハイマツ林 

ガンコウラン 

カモシカ 

ヒメギフチョウ 

トワダカワゲラ 

カオジロトンボ 

イワナ 

史跡および有形文化財 名勝および天然記念物 

鞍掛山産出のハダカイワシ属の化石 

高井小学校出土の旧石器時代の石器 明徳寺の石幢 

西光寺の地蔵菩薩半跏趺坐像 海福寺の聖観世音菩薩立像 旧千堀天満宮の俳額 

資料：教育委員会 
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■村内道路状況 

■上水道施設の状況 

県　　　道 

村　　　道 

　一　　級 

　二　　級 

　そ の 他 

　　計 

農　　　道 

林　　　道 

 6 62,200 40,144 64.5% 57,700 92.8% 

 812 303,670 140,712 46.3% 154,842 51.0% 

 13 16,784 16,465 98.1% 16,733 99.7% 

 32 25,193 20,326 80.7% 21,535 85.5% 

 767 261,693 103,922 39.7% 116,574 44.5% 

 1,630 669,540 321,569 48.0% 367,383 54.9%

 3 1,270 5 0.38% 0 

 15 55,393 55,393 100.0% 14,497 26.2%

平成 2 年度 1,325 940 70.9% 

　　 7 年度 4,928 2,596 52.7% 

　　12年度 8,004 6,067 75.8% 

　　17年度 7,866 6,763 86.0% 

　　18年度 7,857 6,765 86.1%

大字奥山田字山田入の一部 
大字牧字奥日影 

大字奥山田字山田入の一部 

大字牧字福井原・字上福井 

大字中山、大字奥山田 
（字山田入の一部を除く） 

大字高井の一部 
大字牧の一部 

8m3／日 
3,025m3／年 

66m3／日 
24,224m3／年 

8m3／日 
2,758m3／年 

908m3／日 
331,327m3／年 

1,483m3／日 
541,139m3／年 

路線数 総延長 改良延長 改良率 舗装延長 舗装率 

水道名 認可年月日 給水区域 給水人口（人） 供給量 

■下水道普及状況 

対象人口（人） 使用者人口（人） 普及率 

平成12年 3 月29日 

昭和29年 6 月21日 

昭和38年 5 月 1 日 

昭和38年 9 月 1 日 

昭和48年11月 1 日 

5,714 

2,178 

36 

28 

1

高山村上水道 

山田簡易水道 

福井原簡易給水施設 

山田牧場簡易給水施設 

七味飲料水供給施設 

（平成19年4月1日現在）（単位：m） 

（平成19年3月31日現在） 

資料：建設水道課 

資料：建設水道課 

（各年度3月31日現在） 

資料：建設水道課 

生活基盤 
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輝 け 未 来 受 け 継 ぐ 伝 統  

■火災の発生状況の推移 

■交通事故発生状況の推移 

■救急車出動状況の推移 

昭和60年度 3 ― 3 3 154 ― 1,013 ― 不明 不明 

平成 2 年度 3 ― 2 3 274.1 ― 5,206 ― 1 1 

　　 7 年度 5 3 5 7 75,063 500 23,548 42 0 0 

　　12年度 1 ― 1 2 212 ― 8,398 ― 0 0 

　　17年度 4 ― 3 3 476.7 ― 5,421 ― 1 0 

　　18年度 1 1 1 2 324 19 33,349 21 1 0

昭和63年度 

平成 2 年度 

 7 年度 

12年度 

17年度 

18年度 

21

11

18

17

25

15

57

45

63

105

193

188

33

21

29

29

70

65

111

77

110

151

288

268

ケガその他 計 病気 交通事故 

昭和63年 14 ― 22 

平成 2 年 16 ― 16 

　　 7 年 23 1 28 

　　12年 16 ― 20 

　　17年 22 ― 31 

　　18年 14 ― 19

一般 林野 一般 林野 一般 林野 
年度 被災世帯数 焼失棟数 傷害（人） 死者（人） 

焼失面積（単位：㎡） 損害見積（単位：千円） 火災件数 

年度 件数 死者（人） 負傷者（人） 

消防・交通安全 

0 50 100 150 200 250 300（人） 

資料：総務課 

資料：総務課 

資料：総務課 
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■一般会計　決算状況の推移 

 市町村税 512,763 14.4 697,077 14.9 670,617 14.4 606,740 16.7 608,972 17.2 

 分担金・負担金 125,077 3.5 16,148 0.3 30,549 0.7 39,440 1.1 41,554 1.2 

 使用料・手数料 106,714 3.0 145,152 3.1 131,769 2.8 110,216 3.0 102,845 2.9 

 その他 615,519 17.4 774,960 16.7 520,010 11.1 444,476 12.2 381,905 10.7 

 小　　　　　計 1,360,073 38.3 1,633,337 35.0 1,352,945 29.0 1,200,872 33.0 1,135,276 32.0 

 地方交付税 1,493,109 42.0 1,968,422 42.2 2,215,210 47.4 1,684,163 46.3 1,690,649 47.8 

 国庫支出金 71,456 2.0 109,658 2.3 122,975 2.6 129,704 3.6 118,445 3.3 

 県支出金 269,414 7.6 348,985 7.5 280,964 6.0 139,832 3.8 125,561 3.5 

 地方債 226,600 6.4 456,800 9.8 467,500 10.0 264,700 7.3 243,500 6.9 

 地方特例交付金 
 地方譲与税等 

132,517 3.7 150,620 3.2 230,582 5.0 218,348 6.0 230,658 6.5 

 小　　　　　計 2,193,096 61.7 3,034,485 65.0 3,317,231 71.0 2,436,747 67.0 2,408,813 68.0 

歳　  入　  合　  計 3,553,169 100.0 4,667,822 100.0 4,670,176 100.0 3,637,619 100.0 3,544,089 100.0

歳 入  
平成18年度 平成17年度 平成12年度 平成 7 年度 平成 2 年度 

金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比 

 人件費 467,485 13.6 610,218 14.0 688,376 15.4 647,655 18.7 605,727 17.8 

 扶助費 57,616 1.7 95,560 2.2 134,823 3.0 225,581 6.5 228,204 6.7 

 公債費 303,350 8.8 485,131 11.2 715,603 16.0 571,047 16.5 652,961 19.2 

 小　　　　　計 828,451 24.1 1,190,909 27.4 1,538,802 34.4 1,444,283 41.7 1,486,892 43.7 

 普通建設事業費 1,371,000 39.8 1,757,696 40.5 1,203,643 26.9 302,302 8.7 436,114 12.8 

 災害復旧費 32,958 1.0 3,010 0.1 0 0.0 32,276 0.9 26,880 0.8 

 小　　　　　計 1,403,958 40.8 1,760,706 40.6 1,203,643 26.9 334,578 9.6 462,994 13.6 

 物件費 347,458 10.1 571,049 13.2 540,720 12.1 567,624 16.4 537,069 15.8 

 補助費等 192,692 5.6 261,555 6.0 358,829 8.0 361,655 10.4 363,208 10.7 

 維持修繕費 24,435 0.7 41,602 1.0 44,131 0.9 43,337 1.2 23,579 0.7 

 繰出金 94,490 2.7 312,510 7.2 302,415 6.8 428,479 12.3 409,645 12.1 

 その他 551,151 16.0 202,195 4.6 488,921 10.9 290,327 8.4 116,452 3.4 

 小　　　　　計 1,210,226 35.1 1,388,911 32.0 1,735,016 38.7 1,691,422 48.7 1,449,953 42.7 

歳　  出　  合　  計 3,442,635 100.0 4,340,526 100.0 4,477,461 100.0 3,470,283 100.0 3,399,839 100.0

歳 出  
平成18年度 平成17年度 平成12年度 平成 7 年度 平成 2 年度 

金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比 

歳入 歳出 

平成 2 年度 平成 7 年度 平成12年度 平成17年度 平成18年度 

3,553,169

4,667,822 4,670,176

3,637,619 3,544,0893,442,635

4,340,526 4,477,461

3,470,283 3,399,839

（単位：千円、%） 

（単位：千円、%） 

資料：総務課 

財　政 

自
主
財
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依
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的
経
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の
他 
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1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000
（千円） 
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■特別会計　決算状況の推移 

■平成18年度一般会計  歳入・歳出決算構成比 

地方特例交付金 
地方譲与税等 

230,658 
6.5%

地方債 
243,500 
6.9%

県支出金 
125,561 
3.5%

国庫 
支出金 
118,445 
3.3%

地方交付税 
1,690,649 
47.8%

歳入 
3,544,089 
（単位：千円） 

歳出 
3,399,839 
（単位：千円） 

自主財源　 
1,135,276 
32.0%

依存財源　 
2,408,813 
68.0%

分担金・ 
負担金 
41,554 
1.2%

使用料・ 
手数料 
102,845 
2.9%

その他 
381,905 
10.7%

市町村税 
608,972 
17.2%

維持修繕費 
23,579 
0.7%

繰出金 
409,645 
12.1%

その他 
116,452 
3.4%

人件費 
605,727 
17.8%

扶助費 
228,204 
6.7%義務的 

経費 
1,486,892 
43.7%

投資的 
経費 
462,994 
13.6%

その他 
1,449,953 
42.7%

公債費 
652,961 
19.2%

普通建設事業費 
436,114 
12.8%

災害復旧費 
26,880 
0.8%

物件費 
537,069 
15.8%

補助費等 
363,208 
10.7%

国民健康保険 303,836 273,136 330,556 306,384 405,658 402,656 637,649 624,133 670,353 645,239 

診療所 128,169 126,079 130,761 122,439 105,523 104,193 138,037 127,363 137,195 124,132 

老人保健 365,251 364,916 469,269 469,263 633,358 633,354 659,307 659,303 617,132 617,131 

介護保険 ― ― ― ― 227,345 217,142 399,407 398,649 448,837 444,346 

水道事業 210,553 172,200 338,291 311,939 168,565 157,317 89,574 83,365 73,794 61,088 

住宅新築資金等貸付事業 38,609 37,174 54,110 52,158 18,621 18,299 ― ― ― ― 

温泉開発事業 42,519 41,056 130,411 128,996 36,545 30,603 40,028 36,632 36,649 32,389 

農業集落排水事業 278,299 275,476 860,950 858,250 247,480 246,814 ― ― ― ― 

下水道 ― ― 773,895 744,317 618,885 617,068 377,324 352,381 371,804 351,351

平成 2 年度 平成 7 年度 平成12年度 平成17年度 平成18年度 

歳入 歳出 歳入 歳出 歳入 歳出 歳入 歳出 歳入 歳出 

（単位：千円） 

■企業会計　決算状況の推移 

99,836 95,624 96,603 92,806 94,904 81,747 

11,088 31,180 15,333 34,660 15,683 34,104

― 

― 
上水道事業 

収益的収支 

資本的収支 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

平成 2 年度 平成 7 年度 平成12年度 平成17年度 平成18年度 

収入 支出 収入 支出 収入 支出 収入 支出 収入 支出 

（単位：千円） 

会　　計 

会　　計 
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村　長 

初　代 昭和31年11月15日～昭和39年11月14日 

第 2 代 昭和39年11月15日～昭和51年11月14日 

第 3 代 昭和51年11月15日～昭和63年11月14日 

第 4 代 昭和63年11月15日～平成 8 年11月14日 

第 5 代 平成 8 年11月15日～平成16年11月14日 

第 6 代 平成16年11月15日～ 

初　代 昭和32年 1 月29日～昭和36年 1 月28日 

第 2 代 昭和37年 1 月11日～昭和52年 3 月31日 

第 3 代 昭和52年 4 月 1 日～昭和62年 3 月31日 

第 4 代 昭和62年 4 月 1 日～平成 2 年 3 月31日 

第 5 代 平成 2 年 4 月 1 日～平成 6 年 3 月31日 

第 6 代 平成 6 年 4 月 1 日～平成10年 3 月31日 

第 7 代 平成10年10月 1 日～平成17年 3 月31日 

第 8 代 平成17年 4 月 1 日～平成19年 3 月31日 

代 氏　名 任　　期 

議　長 
代 氏　名 任　　期 

副議長 
代 氏　名 任　　期 

助　役 
代 氏　名 任　　期 

副村長 
代 氏　名 任　　期 

収入役 
代 氏　名 任　　期 

初　代 昭和31年10月23日～昭和39年10月31日 

第 2 代 昭和39年12月 4 日～昭和40年 9 月29日 

第 3 代 昭和40年10月 4 日～昭和47年 9 月28日 

第 4 代 昭和47年 9 月28日～昭和48年 9 月29日 

第 5 代 昭和48年10月 2 日～昭和52年 9 月29日 

第 6 代 昭和52年10月 4 日～昭和54年 9 月20日 

第 7 代 昭和54年 9 月20日～昭和60年 9 月29日 

第 8 代 昭和60年10月 4 日～平成元年 9 月29日 

第 9 代 平成元年10月 4 日～平成 4 年10月 5 日 

第10代 平成 4 年10月 5 日～平成 5 年 9 月29日 

第11代 平成 5 年10月 4 日～平成 7 年10月 4 日 

第12代 平成 7 年10月 4 日～平成 9 年 9 月29日 

第13代 平成 9 年10月 3 日～平成11年10月 5 日 

第14代 平成11年10月 5 日～平成13年 9 月29日 

第15代 平成13年10月 3 日～平成15年10月 3 日 

第16代 平成15年10月 3 日～平成17年 9 月29日 

第17代 平成17年10月 3 日～平成19年10月 3 日 

第18代 平成19年10月 3 日～ 

初　代 昭和31年10月23日～昭和32年 9 月29日 

第 2 代 昭和32年10月 9 日～昭和36年 9 月29日 

第 3 代 昭和36年10月 2 日～昭和40年 9 月29日 

第 4 代 昭和40年10月 4 日～昭和44年 9 月29日 

第 5 代 昭和44年 9 月30日～昭和47年 9 月28日 

第 6 代 昭和47年 9 月28日～昭和48年 9 月29日 

第 7 代 昭和48年10月 2 日～昭和52年 9 月29日 

第 8 代 昭和52年10月 4 日～昭和54年 9 月20日 

第 9 代 昭和54年 9 月20日～昭和56年 9 月29日 

第10代 昭和56年10月 2 日～昭和60年 9 月29日 

第11代 昭和60年10月 4 日～平成元年 9 月29日 

第12代 平成元年10月 4 日～平成 4 年10月 5 日 

第13代 平成 4 年10月 5 日～平成 5 年 9 月29日 

第14代 平成 5 年10月 4 日～平成 7 年 9 月30日 

第15代 平成 7 年10月 4 日～平成 9 年 9 月29日 

第16代 平成 9 年10月 3 日～平成11年10月 5 日 

第17代 平成11年10月 5 日～平成13年 9 月29日 

第18代 平成13年10月 3 日～平成15年10月 3 日 

第19代 平成15年10月 3 日～平成16年 1 月23日 

第20代 平成16年 1 月23日～平成17年 9 月29日 

第21代 平成17年10月 3 日～平成19年10月 3 日 

第22代 平成19年10月 3 日～ 

初　代 平成19年 4 月 1 日～ 

初　代 昭和32年 9 月17日～昭和48年 9 月 1 日 

第 2 代 昭和48年 9 月 2 日～昭和52年 3 月31日 

第 3 代 昭和52年 4 月 1 日～昭和60年 3 月31日 

第 4 代 平成 5 年 6 月 1 日～平成 9 年 5 月31日 

第 5 代 平成 9 年 6 月 1 日～平成13年 5 月31日 

第 6 代 平成13年 6 月 1 日～平成17年 5 月31日 

村を築いた人々 

黒岩　義惟  

黒 岩 　一實  

久 保 田常吉  

小 出 　　清  

黒 岩 　静男  

久 保 田勝士  

黒 岩 　俊秀  

井浦 軍四郎 

小 出 　 　清  

篠 原 　敏郎  

関 　 　舜二  

久保田亀三郎 

小 林 　忠男  
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輝 け 未 来 受 け 継 ぐ 伝 統  

（行政区順） 

昭和31年 
9月～ 

昭和32年 
9月～ 

昭和35年 
11月～ 

昭和36年 
9月～ 

昭和40年 
9月～ 

昭和48年 
9月～ 

昭和56年 
9月～ 

平成元年 
9月～ 

昭和44年 
9月～ 

昭和52年 
9月～ 

昭和59年 
10月～ 

昭和60年 
9月～ 

平成9年 
9月～ 

平成8年 
10月～ 

平成5年 
9月～ 

平成13年 
9月～ 

平成17年 
9月～ 

高山村議会議員 
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ふくいはら 

福井原 

まき 

牧 

みやせき 

宮関 

わらびだいら 

蕨平 てんじんばら 

天神原 

おぎくぼ 

荻久保 

くろべ 

黒部 

こまば 

駒場 

まつばら 

松原 

ますがた 

桝形 

みさと 

三郷 

なかはら 

中原 
なかひら 

まつなみ 

松南 

ふたついし 

二ッ石 

あかわ 

赤和 

くぼ 

久保 

ほりのうち 

堀之内 しんぼり 

新堀 

せんぼんまつ 

千本松 

あらいはら 

荒井原 

むらさき 

紫 
みどりがおか 

緑ヶ丘 

みずなか 

水中 

高井寺 
福島正則公屋敷跡 

月生城址 

高札場 

浄教寺 

水中のしだれ桜 

万座温泉 

八幡社 

明覚山 
982m

八
木
沢
川 

紫子萩山 
1112m

破風岳 
1999m 毛無峠 

赤和観音 

赤和観音のしだれ桜 

高井村消防発祥の地 

南部スポーツパーク 

聖徳保育園 

延喜式内高杜神社 

天照皇太神社 

海福寺 

高山小学校 

高井保育園 

山田保育園 

高山中学校 
消防署 

高山村保健福祉総合センター 
チャオル 

チャオルの森 
高山村役場 

高山大橋 

駒場橋 
歴史公園信州高山 

一茶ゆかりの里 一茶館 

カリヨンホール 

湯倉洞窟遺跡 

雁田山 
759m わら葺屋根の 

駒場の郷蔵 北部運動広場 

西光寺 
徳正寺 
真法寺 

山田神社里宮 

桝形城址 
滝ノ入城址 

福井城址 

坪井のしだれ桜 
稲沢の大イチョウ 

坪井遺跡 

ふるさとふれあい広場 

東部運動広場 

山田神社 

大杉神社 

諏訪神社（春宮） 

八幡社 

沖渡橋 
中塩のしだれ桜 

ゆうゆう橋 

YOU游ランド 

松 川 藤沢橋 

樋
沢
川 

柞
沢
川 

歴史民俗資料館 

露
地
門 

与
謝
野
晶
子
歌
碑 

一茶句碑 
山頭火句碑 

会
津
八
一
歌
碑 

一茶句碑 

芭蕉句碑 

明徳寺 

薬
師
堂 

子安神社 

子安温泉 

蕨温泉 

諏訪神社（秋宮） 

牛窪神社 

高井ダム 
高井橋 

湯
つ
づ
き 

紅
葉
街
道
の
碑 

一茶句碑 

松　川 

山田温泉スキー場 

山田牧場スキー場 

長野県 

群馬県 

山田牧場 

鎌
田
川 

山
田
温
泉 

山
頭
火
句
碑 

中倉山 
1686

雷滝 八滝 

八滝展望台 

松川渓谷温泉 七味大滝 五色温泉 
七味温泉 

奥山田温泉 

笠ヶ岳 
2075.8m

R292

志賀高原 
熊の湯 

万座山 
1994m

老ノ倉山 

御飯岳 
2160m

淵ノ
沢川
 

三沢山 
1504m

樋沢橋 

黒部のエドヒガン桜 

吾妻郡 

嬬恋村 

上高井郡 

高山村 

下高井郡 

山ノ内町 

上高井郡 

小布施町 

中野市 

須坂市 

0 0.5 1km

役場周辺より望む北アルプス

豊田飯山I.C

野尻湖 

JR飯山線 

信州中野I.C

高山村 

山ノ内町 
中野市 

木島平村 飯山市 

信濃町 

須坂市 

小布施町 

飯綱町 

長野市 

信濃町I.C

須坂長野東I.Cながの 

長野I.C

川中島古戦場 

上信越自動車道 

長野新幹線 

すざか 

まつしろ 

小布施小布施P.A P.A 
スマートI.C
小布施P.A 
スマートI.C

おぶせ 

しんしゅう 
なかの 

ゆだなか 

いいやま 

志賀高原 

松 代 

善光寺 

北志賀高原 

湯田中渋温泉郷 

JR信越本線 

長野電鉄 

長野県 

長野市 高山村 

上田市 

飯山市 

松本市 

信州高山 感動めぐりマップ
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